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「ミクニマルシェ」認定で
　　　浜田の特産品を全国にアピール

「
ミ
ク
ニ
マ
ル
シ
ェ
」と
は

　
「
は
ま
だ
食
の
大
使
」
で
、
世
界

的
に
活
躍
す
る
三み

國く
に

清き
よ

三み

シ
ェ
フ
が

推
奨
す
る
浜
田
の
特
産
品
の
食
材
・

食
品
に
「
ミ
ク
ニ
マ
ル
シ
ェ
」
と
い

う
付
加
価
値
を
付
け
て
、
市
が
販
路

拡
大
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

市
内
で
公
募
し
た
鮮
魚
・
加
工
品

な
ど
の
特
産
品
を
三
國
清
三
シ
ェ
フ

を
委
員
長
と
し
た
審
査
委
員
が
審
査

し
、「
ミ
ク
ニ
マ
ル
シ
ェ
」
に
認
定

し
ま
す
。

　

浜
田
市
に
は
、
海
と
山
の
資
源
を
活い

か
し
た
特
産
品
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
そ
れ
ら
の
特
産
品
の
販
路
拡
大
を
目
指
し
た
取
組
と
し
て
、

10
月
14
日
㈰
、「
ミ
ク
ニ
マ
ル
シ
ェ
」
認
定
審
査
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

認
定
品
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル

　

認
定
し
た
特
産
品
は
、
市
が
全
国

へ
向
け
て
宣
伝
な
ど
を
行
い
、
販
路

拡
大
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

○
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
掲
載

○
カ
タ
ロ
グ
を
作
成
し
、
直
売
所
や

イ
ベ
ン
ト
会
場
な
ど
で
配
布

○
三
國
シ
ェ
フ
が
認
定
品
を
使
っ
た

自
宅
で
作
れ
る
料
理
を
考
案

三
み

國
く に

　清
き よ

三
み

　1954年北海道増毛町生まれ。
　札幌グランドホテル・帝国ホ
テルで修業後、駐スイス日本大
使館料理長に就任。スイスの三
ツ星レストランで修行を重ね、
帰国後、東京・四ッ谷に「オテ
ル・ドゥ・ミクニ」をオープン
する。
　世界各地でミクニフェスティ
バルを開催するなど、国際的に
も活躍している。
　平成22年に「はまだ食の大使」
に就任。

目指せ販路拡大！
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厳
選
な
る
審
査
の
結
果
は
…

　

10
月
14
日
㈰
、
ミ
ク
ニ
マ
ル
シ
ェ

認
定
審
査
会
を
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
25
品
の
出
品
が
あ
り
、
三

國
シ
ェ
フ
ら
審
査
委
員
は
、
特
産
品

の
特
徴
を
確
認
し
な
が
ら
１
品
ず
つ

吟
味
し
、
審
査
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
19
品
を
「
ミ
ク
ニ

マ
ル
シ
ェ
」
に
認
定
し
ま
し
た
。

商品名 認定者
ケンボロー芙蓉ポーク
（ロース、バラなど） ㈲島根ポーク　ケンボロー

どんちっちアジ 浜田水産物ブランド化戦
略会議　

どんちっちカレイ 浜田水産物ブランド化戦
略会議　

どんちっちノドグロ 浜田水産物ブランド化戦
略会議　

ゆきこの瞳
（ブルーベリー飲料） 阿郷建設㈲

まあちゃんの原木ほしし
いたけ 岩地正男

赤てん ㈲江木蒲鉾店

ピオーネセミドライ ㈲ＫＫＮ

ベリーネいちごアイス・
ピオーネアイス ㈲ＫＫＮ

ケンボロー芙蓉ポーク
（ベーコン） ㈲島根ポーク　ケンボロー

商品名 認定者
ケンボロー芙蓉ポーク　
（ロース味噌漬け） ㈲島根ポーク　ケンボロー

飲むピオーネ酢 いわみ中央農業協同組合

やさか漬 ＪＡ女性部弥栄

まるごとぜ～んぶ食べる
お茶　煎茶 ㈱扇原茶園

どぶろく「弥盛」 ふるさと弥栄振興公社
（ふるさと体験村）

カット干しトマト ㈱森本商会

カット干し梨（旭乃美） ㈱森本商会

柿ペースト ㈱森本商会

あんぽんたん漬け 和田アミエ

　
「
ミ
ク
ニ
マ
ル
シ
ェ
」
認
定
を
機
会

に
、販
路
拡
大
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

特
産
品
の
生
産
者
が
、
認
定
を
目
指

し
た
商
品
の
改
良
・
新
製
品
の
開
発

な
ど
を
行
い
「
浜
田
の
特
産
品
」
が

発
展
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て

は
、
地
元
で
作
ら
れ
る
特
産
品
の
良

さ
を
改
め
て
認
識
し
て
も
ら
う
機
会

だ
と
思
い
ま
す
。

　

浜
田
の
様
々
な
地
域
資
源
を
活
用

し
た
特
産
品
が
、
全
国
へ
広
ま
っ
て

い
く
こ
と
で
「
浜
田
」
の
認
知
度
の

向
上
と
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が

り
ま
す
。

ミクニマルシェ認定証の授与式 特産品を審査する三國シェフ

審査後に、試食会がありました

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
農
林
課

（
☎
�
９
５
１
０
）

「ミクニマルシェ」認定の特産品

特
産
品
で
「
浜
田
」
の

認
知
度
ア
ッ
プ
！
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中
央
図
書
館
及
び
三
隅
図
書
館

は
、平
成
25
年
夏
の
開
館
に
向
け
、

建
築
工
事
が
順
調
に
進
ん
で
い
ま

す
。

中
央
図
書
館

　

年
内
は
、
躯く

体た
い

工
事
（
建
物
の
骨
格
を
形
成
す
る
工
事
）

を
終
え
、
年
明
け
よ
り
屋
根
葺
き
や
外
壁
の
仕
上
げ
工
事
を

順
次
進
め
、
３
月
頃
か
ら
足
場
を
解
体
し
、
建
物
の
外
観
が

現
れ
る
こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
。

三
隅
図
書
館

　

工
事
進
捗
状
況
は
屋
根
葺
き
工
事
が
終
了
し
、
進
捗
率
は

10
月
末
で
約
50
％
で
す
。

　

誰
か
ら
も
親
し
ま
れ
る
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な

図
書
館
像
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
考
え
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
採
用
さ
れ
た
人
に
は
浜
田
市
の
特

産
品
と
図
書
カ
ー
ド
を
進
呈
し
ま
す
。
奮
っ

て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
期
間　
12
月
１
日
㈯
～
平
成
25
年
１
月

４
日
㈮
必
着

応
募
方
法　
官
製
は
が
き
に
、
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
・
愛
称
・
愛
称
の
解
説

を
記
入
の
上
、
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

作
品
数　
１
人
に
つ
き
１
作
品

発
表　
平
成
25
年
３
月
上
旬
に
、
決
定
し
た

愛
称
と
、
採
用
さ
れ
た
人
の
氏
名
を
公
表

し
ま
す
。

副
賞

〇
ど
ん
ち
っ
ち
の
ど
ぐ
ろ
一
夜
干
し

〇
浜
田
産
こ
し
ひ
か
り
30
㎏

〇
図
書
カ
ー
ド
１
万
円
分

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
生
涯
学
習
課
図
書
館
準
備
室
図
書
館

準
備
係
【
〒
６
９
７
‐
８
５
０
１　

殿
町

１
番
地
（
☎
�
９
７
２
５
）】

中
央
図
書
館
の
愛
称
を

募
集
し
ま
す

建築状況（10月下旬撮影）

建築状況（10月下旬撮影）

三隅図書館完成イメージ図

中央図書館完成イメージ図 平
成
25
年
夏
に

新
し
い
図
書
館
が
開
館
し
ま
す
！
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雑
誌
カ
バ
ー
の
表
紙
に
企
業
名

な
ど
を
表
示
し
、
裏
表
紙
ポ
ケ
ッ

ト
に
チ
ラ
シ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

入
れ
て
商
品
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
を
行
う

ス
ポ
ン
サ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

対
象　
企
業
・
事
業
者
・
団
体
（
個

人
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。）

ス
ポ
ン
サ
ー
料

　

１
誌
に
つ
き
年
間
１
万
円

※　

申
込
み
の
際
に
、
１
年
間
又

は
３
年
間
を
選
択
で
き
ま
す
。

申
込
方
法　
申
込
用
紙
（
本
庁
生

涯
学
習
課
に
あ
り
ま
す
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。）
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
ス
ポ
ン 広告掲載例（表紙面）

サ
ー
料
を
添
え
て
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

※　

募
集
は
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
生
涯
学
習
課
図
書
館
準
備

室
図
書
館
準
備
係

（
☎
�
９
７
２
５
）

　中央図書館近くの浜田川で、環境美化活動「憩いの
水辺づくり」が行われています。
　３回目となる活
動が、10月28日㈰
に行われ、河川敷
の草刈りや、皆さ
んから提供しても
らった水仙の球根
の植栽を行いまし
た。

水仙の球根を植える参加者

　10月20日㈯、三隅公民館で「三隅図書館カウントダ
ウン講演会」が開催されました。
　講師の小林隆志
さん（鳥取県立図
書館支援協力課長）
は「市民と共に成
長してゆく図書館
づくりのために、
いろいろな角度か
ら可能性を求めて
ほしい」と話され
ました。 図書館の役割などについて講演されました

　中央図書館及び三隅図書館開館に向けて、資料整
理及び移行作業などのため、平成25年１月31日㈭を
もって業務を終了します。
　浜田図書館及び三隅図書室の最終貸出日などは次
のとおりです。

三隅図書室

貸出最終日　12月28日㈮
返却期限　平成25年１月31日㈭
※　１月31日㈭までは、返却受付のため図書室は開

放していますので、閲覧のみの人は利用できます。
問い合わせ先
　三隅図書室（☎�０３３８）

浜田図書館

貸出最終日
○個人・読み聞かせ…平成25年１月17日㈭
○団体…12月27日㈭
○移動図書館ラブック号…12月各平常運行日
※　予約・リクエスト受付は、12月27日㈭までです。
返却期限
○個人・団体・読み聞かせ…平成25年１月31日㈭
○移動図書館ラブック号…１月各運行日（返却のみ）
※　購読の新聞８紙は、閉館後も浜田公民館ロビー

で閲覧できます。ただし、コピーはできません。
問い合わせ先
　浜田図書館（☎�０４８０）

雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す

市民による「憩いの水辺づくり」が
行われています

浜田図書館・三隅図書室の業務を終了します

住民に必要とされる図書館を目指して！
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９

９

９

211

171

171

308

212

309

304

333

48

三保三隅駅

岡見駅 三隅火力発電所

鎌手駅

石見津田駅

三隅IC
（仮称）

岡見IC
（仮称）

鎌手IC
（仮称）

遠田IC久城IC

三隅・益田道路　総延長 15.2 ㎞終
点

　

益
田
市
遠
田
町

起
点

　

浜
田
市
三
隅
町

　

三
隅
・
益
田
道
路
は
、
浜
田
・
三
隅
道
路

と
同
じ
く
、
国
土
交
通
省
が
無
料
区
間
と
し

て
整
備
を
進
め
て
い
る
山
陰
自
動
車
道
で
、

浜
田
市
三
隅
町
を
起
点
、
益
田
市
遠
田
町
を

終
点
と
す
る
総
延
長
15
・
２
㎞
の
自
動
車
専

用
道
路
で
す
。

　

平
成
22
年
10
月
に
都
市
計
画
決
定
・
平
成

24
年
度
に
事
業
化
さ
れ
、
今
年
８
月
か
ら
測

量
作
業
に
着
手
し
ま
し
た
。

　

こ
の
三
隅
・
益
田
道
路
は
、
浜
田
・
益
田

間
を
結
ぶ
唯
一
の
幹
線
道
路
で
あ
る
一
般
国

道
９
号
の
代
替
機
能
の
確
保
と
広
域
医
療
の

連
携
強
化
・
ス
ム
ー
ズ
な
地
域
間
交
通
を
実

現
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
役
立
つ
も
の

と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
福
光
（
大
田
市
温
泉
津
町
）・
江

津
間
に
つ
き
ま
し
て
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
や

道
路
利
用
者
の
意
見
を
聴
き
な
が
ら
、
道
路

の
計
画
段
階
に
お
け
る
検
討
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

・
国
土
交
通
省
中
国
地
方
整
備
局
浜
田
河
川

国
道
事
務
所
（
☎
�
２
４
８
０
）

・
本
庁
建
設
企
画
課
（
☎
�
９
６
０
２
）

測
量
作
業
が
始
ま
り
ま
し
た
！

三
隅
・
益
田
道
路
も
着
実
に
進
ん
で
い
ま
す
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会期　11月30日㈮～12月18日㈫（19日間）
11月22日㈭　議会運営委員会

30日㈮　本会議　開会、提案説明
（全員協議会）

12月３日㈪　本会議　個人一般質問
４日㈫　本会議　個人一般質問
５日㈬　本会議　個人一般質問
６日㈭　本会議　個人一般質問
７日㈮　本会議　議案質疑
10日㈪　総務文教委員会
11日㈫　福祉環境委員会
12日㈬　産業建設委員会
13日㈭　予算審査委員会
14日㈮　予算審査委員会
18日㈫　本会議　委員長報告、採決、閉会

（全員協議会）議会運営委員会

　なお、左記日程は予定であり、11月22日㈭の議
会運営委員会で正式に決定します。
　会議の傍聴は、当日議会事務局で受け付けてい
ます。
　なお、各委員会及び全員協議会の傍聴は、会場
の都合により７人までの人数制限があります。
　各会議の開催時間は、通常午前10時からですが、
変更になる場合がありますので事前にお問い合わ
せください。
　各会議の開催時間や議事日程・議題は、事前に
市議会ホームページ「会議の開催予定・状況」に
掲載しますのでご覧ください。

問い合わせ先
市議会事務局（☎�９８００）

　浜田市では、「ふるさと“はまだ”に貢献したい、応援したい」という皆さんからのご
好意を「ふるさと寄附金」として受け付けており、７つの政策メニューに活用しています。
　また、１万円以上の個人寄附者には、「選べる特産品リスト」の中からお好みの特産品
を進呈しています。

政策メニュー
　寄附金は、７つの政策メニューに活
用しています。使途を指定して寄附を
することができます。
①伝統芸能並びに地域文化の伝承及び

育成に関する事業
②特産品の育成及び地域産業の振興に

関する事業
③自然環境並びに地域景観の保全及び

活用に関する事業
④高齢者の生活を支援する地域づくり

に関する事業
⑤青少年の健全育成及び教育環境整備

に関する事業
⑥浜田城に関する資料館及び城山整備

に関する事業
⑦そのほか目的達成のために市長が必

要と認める事業

問い合わせ先　本庁定住対策課（☎�９２００）

寄附の特典 ※　市内在住の人も特典を受けられます。

【特産品の進呈】

　１万円以上の個人寄附者には「選べる特産品リスト」の
中からお好みの特産品を進呈しています。

◆人気の特産品
　１　のどぐろ一夜干し
　２　銘酒セット、純天然のアルカリイオン水
　３　カレイとイカの干物

【寄附金の控除】

　2,000円を超える寄附をした場合、所得税と住民税の寄
附金控除を受けることができます。
　なお、寄附金控除を受けるには、最寄りの税務署又は市
区町村の税務担当課で申告をする必要があります。

寄附金額 特産品（送料込み）
１万円以上10万円未満 5,000円相当×１品
10万円以上50万円未満 5,000円相当×２品
50万円以上 10,000円相当×３品

12月浜田市議会定例会日程（予定）

ふるさと寄附で浜田市を応援してください！
１万円以上の個人寄附者に特産品を進呈します



広報はまだ：平成24年12月号　　　 8

浜田浅井
テレビ中継局

208

33

５

浜田駅

浜田
自動車道

浜田医療
センター

浜田高校
浜田市役所

浜田バイパ
ス

９

186

９
９

石見小

三階小

松原小

原井小

　市では毎年、新年を迎えた喜びを市民の皆さんと
祝う「市民新年賀会」を開催しています。来年は次
のとおり開催しますので、多数の参加をお待ちして
います。
開催日　平成25年１月４日㈮
開会　　午後４時
場所　　浜田ワシントンホテルプラザ
会費　　１人１，０００円
申込方法　会費を添えて、市役所本庁３階総合調整

室に持参してください。
申込締切日　12月10日㈪
申込み・問い合わせ先

本庁総合調整室
（☎�９１０２）

　12月29日㈯から平成25年１月３日㈭まで
閉庁します。
問い合わせ先
　本庁総務管理課（☎�９１１０）

受電設備点検に伴う使用停止
　庁舎停電のため、次のとおり証明書自動
交付機が使用できません。
停止日　12月15日㈯
年末年始閉庁に伴う使用停止
　市役所閉庁のため、次のとおり証明書自
動交付機が使用できません。
停止日　12月29日㈯～平成25年１月３日㈭

　アンテナで浜田浅井テレビ中継局の地上デジタル放
送を受信して視聴している市内の一部の地域で、外国
電波の混信による受信障害が発生しています。
　この受信障害を改善するため、浜田浅井テレビ中継
局のチャンネルが変更されます。

対象地域　黒川町・相生町・朝日町・竹迫町・杉戸町・
野原町・原井町・熱田町のそれぞれ一部の地域

変更チャンネル
放送局 現在の

チャンネル
変更後の
チャンネル

ＮＨＫ総合 14 34
ＮＨＫ教育 13 37
日本海テレビ 15 42
山陰放送 17 52
山陰中央テレビ 16 46

家庭での対応　ほとんどのデジタル受信機は、特別な
操作をしなくても自動的にチャンネル設定変更に対
応しています。対応していない受信機は、チャンネ
ルの再設定が必要です。

※　ケーブルテレビに加入している世帯は、変更はあ
りません。

変更工事期間　12月中旬～平成25年１月下旬
問い合わせ先　チャンネル変更コールセンター

（☎０１２０ - ９２２ - ３０３）
※　つながらない場合は、☎０３ - ４３２１ - ０７７０

へおかけください。
受付時間　午前９時～午後９時（土・日・祝日は、午

後６時まで）

　美川公民館及び同館行政窓口は、地区行
事準備のため次のとおり休館します。
休館日　12月28日㈮
問い合わせ先
　本庁総合窓口課（☎�９４００）

市民新年賀会 参加募集年末年始の市役所業務

証明書自動交付機

浜田浅井テレビ中継局の
　　　　　地上デジタル放送チャンネルが変わります

美川公民館休館のお知らせ
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歳入 歳出

歳入 歳出

　平成23年度（平成23年４月１日～平成24年３月31日）の決
算は、次のとおりとなりました。

平成23年度浜田地区広域行政組合決算総括表
（単位：円）　　　　　　　　　　

会計別 予算現額 歳入決算額 歳出決算額 差引残額

※　残額は、繰越
金として翌年度
の事業に充てら
れます。

一般会計 1,322,856,000 1,326,214,302 1,314,043,661 12,170,641
介護保険特別会計 9,960,267,000 9,928,071,919 9,840,347,974 87,723,945

合計 11,283,123,000 11,254,286,221 11,154,391,635 99,894,586

区分 予算現額
（千円）

決算額
（千円） 内容

分担金及び
負担金 1,218,438 1,217,916 関係市からの負担金

使用料及び
手数料 60,509 62,788 可燃ごみ搬入手数料など

財産収入 11,793 11,793 土地・建物の貸付料、
基金の利子など

繰越金 15,465 15,465 平成22年度一般会計か
らの繰越金

諸収入 16,651 18,252 事業実施に伴うそのほか
の収入や預金利子など

歳入合計 1,322,856 1,326,214

区分 予算現額
（千円）

決算額
（千円） 内容

保険料 1,380,100 1,381,594 第１号被保険者から徴
収した保険料

分担金及び
負担金 1,442,780 1,442,776 関係市からの負担金

使用料及び
手数料 180 193 保険料の滞納に係る督

促手数料

国庫支出金 2,533,262 2,539,045 ・介護給付費国庫負担金
・介護保険事業の国庫補助金

支払基金
交付金 2,855,151 2,855,150

診療報酬支払基金から支
払われる第２号被保険者
から徴収した保険料など

県支出金 1,415,797 1,418,726 ・介護給付費県費負担金
・介護保険事業の県補助金

財産収入 12 12 介護給付費準備基金な
どの運用利子

繰入金 273,136 230,464 介護給付費準備基金な
どからの繰入金

繰越金 59,763 59,763 平成22年度介護保険特
別会計からの繰越金

諸収入 86 349 受託事業収入及び預金
利子など

歳入合計 9,960,267 9,928,072

区分 予算現額
（千円）

決算額
（千円） 内容

議会費 553 310 組合議会の運営に要す
る経費

総務費 87,539 84,094
浜田地区広域行政組合
全般に要する経費、地
域振興事業費など

衛生費 761,913 758,190 可燃ごみ処理施設の管理
運営に要する経費など

公債費 471,851 471,450
可燃ごみ処理施設建設
に伴い借入れをした資
金の返済金など

予備費 1,000 0
歳出合計 1,322,856 1,314,044

区分 予算現額
（千円）

決算額
（千円） 内容

総務費 232,178 219,168 介護保険事業の運営に
要する事務費

保険給付費 9,390,115 9,302,027
要介護、要支援者の居宅介
護サービス、施設介護サー
ビスなどに要する費用

財政安定化
基金拠出金 1 0

保険給付の安定的な運営を
図るための県介護保険財政
安定化基金への拠出金

地域支援
事業費 258,989 246,323

要支援・要介護状態に
なることの予防・悪化
防止のための事業費

基金積立金 4 4
保険給付費に充てるための
介護保険料及び基金運用利
子を財源とした基金積立金

公債費 1 0
県介護保険財政安定化基
金への償還金及び金融機
関への一時借入金利子

諸支出金 78,979 72,826 国庫補助金などの超過
交付分の返納金など

歳出合計 9,960,267 9,840,348
　問い合わせ先
　　浜田地区広域行政組合総務課総務係

（☎�１４６８）

平成23年度介護保険特別会計の決算状況

平成23年度一般会計の決算状況

平成23年度決算の状況

広域圏だより
浜田市・江津市

～協働でつくる活力と魅力の
　　　　　ふるさと浜田圏域～

浜田地区広域行政組合
野原町(☎�１４６８)
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ご意見をお寄せください。市長E-mail:mayor@city.hamada.shimane.jp

　いよいよ師走へと突入しましたが、皆さんは、
年末年始に向けての準備に忙しい最中だと思いま
す。日本のお正月といえば、おいしいおせち料理
を家族と一緒に満喫したり、年賀状を親戚や友人
と送りあったりして、にぎやかで活気あふれる時
期だと聞きました。アメリカを含め英語圏の人た
ちにとっては、クリスマスが日本のお正月と類似
する点がたくさんあります。
　クリスマスはもともと、イエス・キリストの誕
生を祝う祭りでしたが、現在は宗教を問わず、い
ろいろな人たちに親しまれる祭日となりました。
日本と同様、親戚や友人に心温まるクリスマス・
カードを送りあったり、地域独特の料理を食べた
り、プレゼントを交換したりもします。また、親
の言うことを聞く良い子は、サンタさんからプレ
ゼントを貰うことができます。
　ちょっとした雑学ですが、アメリカのクリスマ
スシーズンは、11月の感謝祭の直後から12月25日
まで約１か月も続きます。大抵の人がその間に買
物をする割合は、１年間の個人消費の25％も占め
るそうです。聖なる日の商用目的化に対して批判

の声もありますが、この意見や考えは妥当でしょ
うか。文豪チャールズ・ディケンズの名作「クリ
スマス・キャロル」に、答えのヒントが隠されて
いるかも知れません。
　この話の主人公スクルージは、冷酷無慈悲で人
間嫌いな拝金主義者でした。あるクリスマス・イ
ブの晩、元共同事業者マーリーの霊が彼の前に突
然現れ、物欲に取り付かれた人の末路を分身を駆
使して戒めました。それを理解した彼は、すぐさ
ま我が身の人生を振り返り、他人を助ける喜びや
人生をより豊かにすることの大切さに気付き、人
が変わったかのように貧しい人たちや町のために
自分の財産を投げ打って尽くしました。お分かり
のように、他人を慕って行うクリスマスの消費は
必ずしも悪くはないでしょう。
　クリスマスの時期に、私たち一人ひとりが「思
いやり」と「心遣い」を忘れずに、お互いをいた
わり、助け合い、楽しむことができれば何よりで
はないかと思います。

　

10
月
22
日
、
益
田
市
の
グ
ラ
ン

ト
ワ
で
「
萩
市
・
長
門
市
・
浜
田

市
・
益
田
市
４
市
長
会
議
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
会
議
は
、
私
が
旧
浜
田
市

長
に
就
任
し
た
平
成
８
年
に
、
石

見
空
港
３
周
年
祝
賀
会
で
、
萩
市

の
野
村
市
長
と
初
対
面
の
折「
萩
、

益
田
、
浜
田
の
３
市
が
県
境
を
越

え
て
石
見
空
港
の
利
用
な
ど
諸
課

題
に
相
互
協
力
し
て
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。」
と
提
案
し
て
発
足
し
ま

し
た
。
初
会
合
は
平
成
９
年
７
月

に
「
萩
・
益
田
・
浜
田
横
軸
連
携

会
議
」
と
し
て
開
催
し
、
平
成
12

年
２
月
か
ら
「
萩
市
・
益
田
市
・

浜
田
市
３
市
長
会
議
」
と
名
称
を

改
め
、
毎
年
各
市
持
ち
回
り
で
開

催
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
合

併
後
の
平
成
21
年
に
は
長
門
市
も

加
わ
り
、
現
在
の
４
市
長
会
議
と

な
り
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
各
市
長
が
直
接
、

各
市
共
通
の
課
題
に
つ
い
て
情
報

提
供
・
意
見
交
換
を
行
い
、
問
題

解
決
に
向
け
た
協
議
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
、
萩
・
石
見

空
港
の
利
用
、
山
陰
自
動
車
道
の

整
備
、
Ｊ
Ｒ
山
陰
線
の
高
速
化
、

浜
田
港
の
利
活
用
、
広
域
観
光
、

地
域
医
療
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合

い
、
交
通
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
要
望

活
動
、
美
術
館
・
博
物
館
の
連
携
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
相
互
リ
ン
ク
、

観
光
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

作
成
、
各
イ
ベ
ン
ト
へ
の
相
互
参

加
、
災
害
時
の
相
互
応
援
に
関
す

る
協
定
締
結
な
ど
、
各
部
門
に
お

い
て
共
同
し
た
取
り
組
み
を
推
進

し
て
き
ま
し
た
。
第
13
回
目
の
今

年
の
会
議
で
は
、「
定
住
対
策
」、「
地

域
医
療
」、「
交
通
体
系
」
の
３
つ

の
課
題
を
協
議
し
ま
し
た
。

　

特
に
、「
交
通
体
系
」
で
は
10
月

２
日
に
開
催
さ
れ
た
、
島
根
県
と

鳥
取
県
の
12
市
の
市
長
と
市
議
会

議
長
で
構
成
す
る
「
山
陰
都
市
連

携
協
議
会
」
に
お
い
て
決
議
さ
れ

た
「
山
陰
新
幹
線
（
大
阪
か
ら
下

関
間
）
の
実
現
に
つ
い
て
」
を
報

告
し
ま
し
た
。
山
陰
新
幹
線
は
昭

和
48
年
に
基
本
計
画
路
線
に
指
定

さ
れ
ま
し
た
が
、
現
在
は
凍
結
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
年
の
５
月
に
韓

国
を
訪
問
し
た
際
、
蔚
山
か
ら
ソ

ウ
ル
に
向
か
っ
て
運
行
さ
れ
て
い

る
Ｋ
Ｔ
Ｘ(

韓
国
高
速
鉄
道)

に
乗

り
ま
し
た
。
山
陰
新
幹
線
は
夢
の

よ
う
な
話
で
す
が
、
在
来
線
を
走

る
韓
国
式
の
新
幹
線
の
例
を
み
て

も
実
現
可
能
な
話
で
あ
り
、
萩
・

長
門
両
市
長
に
紹
介
し
ま
し
た
。

　

平
成
の
大
合
併
後
に
、
奇
し
く

も
４
市
は
隣
接
す
る
こ
と
に
な
り
、

人
口
が
ほ
ぼ
同
規
模
と
な
り
ま
し

た
。

平成24年11月３日㈷ BB大鍋フェスティバル2012
【被災地支援の一環として、気仙沼市支援ブースを開設】

浜田市国際交流員　ドナルド　マルヤマ
浜田市の皆さん、Ｈａｐｐｙ　Ｈｏｌｉｄａｙｓ！

新・お元気ですか�
浜田市長 宇津徹男
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

「
飲
酒
運
転
根
絶
運
動
」
実
施
中

　

11
月
１
日
㈭
か
ら
12
月
31
日
㈪

ま
で
の
２
か
月
間
、「
飲
酒
運
転
根

絶
運
動
」が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

運
動
の
重
点

飲
酒
運
転
追
放
３
な
い
運
動
の

推
進

・
飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

・
乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

・
乗
る
な
ら
飲
ま
せ
な
い

「
年
末
・
年
始
の
交
通
事
故
防
止

運
動
」
の
実
施

　

12
月
20
日
㈭
か
ら
平
成
25
年
１

月
９
日
㈬
ま
で
の
21
日
間
、「
年

末
・
年
始
の
交
通
事
故
防
止
運
動
」

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

運
動
の
重
点

①
飲
酒
運
転
の
根
絶

②
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

③
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

い
着
用
の
徹
底

④
冬
道
で
の
安
全
運
転
の
徹
底

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
各
運
動

の
目
的
・
重
点
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し

い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
付

け
、
交
通
事
故
の
な
い
安
全
で
安

心
な
浜
田
市
の
実
現
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
安
全
安
心
推
進
課
防
災
安

全
係
（
☎
�
９
１
２
２
）

試
験
日　
平
成
25
年
２
月
10
日
㈰

受
付
期
間

・
書
面
申
請

12
月
７
日
㈮
～
21
日
㈮

・
電
子
申
請

12
月
４
日
㈫
～
18
日
㈫

試
験
会
場　
松
江
・
出
雲
・
浜
田
・

益
田
・
隠
岐

試
験
種
類　
乙
種
全
類

手
数
料　
乙
種
３
、
４
０
０
円

※　

申
込
方
法
な
ど
詳
し
い
手
続

内
容
は
受
験
案
内
に
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
受
験
案
内
・
受
験

願
書
は
、
市
消
防
本
部
及
び
各

消
防
出
張
所
に
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
消
防
本
部
予
防
課
危
険
物
係

（
☎
�
１
１
６
７
）

　

水
道
管
や
蛇
口
は
、
気
温
が
マ

イ
ナ
ス
に
な
る
と
凍
っ
た
り
、
破

裂
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
、
次
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に

あ
る
水
道
に
は
必
ず
防
寒
を
し
ま

し
ょ
う
。

○
北
向
き
の
と
こ
ろ

○
風
あ
た
り
の
強
い
と
こ
ろ

○
家
の
外
に
あ
る
水
道
管

防
寒
の
仕
方

○
保
温
材
を
巻
く
（
蛇
口
は
破
裂

し
や
す
い
の
で
、
上
ま
で
完
全

に
包
む
）。

○
布
で
保
温
す
る
場
合
は
、
ビ

ニ
ー
ル
な
ど
を
上
か
ら
巻
い
て

濡
れ
な
い
よ
う
に
す
る
。

○
特
に
朝
の
冷
え
込
み
が
予
想
さ

れ
る
よ
う
な
と
き
に
は
、
風
呂

の
蛇
口
を
少
し
開
け
て
お
く
。

蛇
口
や
水
道
管
が
凍
っ
て
水
が
出

な
い
と
き
は
？

　

凍
っ
た
部
分
に
タ
オ
ル
な
ど
の

布
を
か
ぶ
せ
、
そ
の
上
か
ら
ゆ
っ

く
り
と
ぬ
る
ま
湯
を
か
け
て
溶
か

し
ま
し
ょ
う
。

　

急
に
熱
湯
を
か
け
る
と
破
裂
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

水
漏
れ
・
破
裂
の
と
き
は
？

　

宅
内
の
水
道
管
が
凍
っ
て
破
裂

し
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
止
水
栓
か

バ
ル
ブ
（
水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク

ス
の
中
に
あ
る
こ
と
が
多
い
。）

を
閉
め
、
水
道
事
業
者
に
修
理
を

依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
上
下
水
道
部
工
務
課
工
務
係

（
☎
�
９
９
１
０
）

夜
間
・
休
日

浜
田
市
水
道
事
業
協
同
組
合

（
☎
�
３
７
２
２
）

　

飲
食
店
な
ど
で
調
理
の
業
務
に

従
事
す
る
調
理
師
は
、
調
理
師
法

に
基
づ
き
２
年
ご
と
に
、
そ
の
就

業
地
の
都
道
府
県
知
事
に
「
調
理

師
業
務
従
事
者
届
」
を
提
出
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

対
象
者　
県
内
の
寄
宿
舎
・
学
校
・

病
院
・
事
業
所
・
社
会
福
祉
施

設
・
介
護
老
人
保
健
施
設
・
矯

正
施
設
・
そ
の
ほ
か
多
数
人
に

飲
食
物
を
調
理
し
て
供
与
し
て

い
る
施
設
・
飲
食
店
営
業
・
魚

介
類
販
売
業
・
そ
う
ざ
い
製
造

業
で
調
理
の
業
務
に
従
事
し
て

い
る
調
理
師

※　

調
理
師
免
許
を
持
っ
て
い
る

人
で
調
理
師
の
業
務
に
従
事
し

て
い
な
い
人
は
、
届
出
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

※　

県
内
在
住
で
も
県
外
で
従
事

し
て
い
る
人
は
、
従
事
先
の
都

道
府
県
で
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

届
出
方
法　
届
出
用
紙
（
浜
田
保

健
所
及
び
本
庁
く
ら
し
と
環
境

課
に
あ
り
ま
す
。）
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。

※　

12
月
31
日
㈪
か
ら
、
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電
子
申
請
に
よ

る
手
続
も
で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.shim

ane.elg-
front.jp/navi/index.htm

l

届
出
締
切
日

　

平
成
25
年
１
月
15
日
㈫

届
出
・
問
い
合
わ
せ
先

浜
田
保
健
所
健
康
増
進
グ
ル
ー

プ
（
☎
�
５
５
５
２
）

く
ら
し
の
情
報
広
場

く
ら
し
の
情
報
広
場

安
全
安
心

交
通
事
故
防
止
運
動
を

実
施
し
ま
す

第
５
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

を
実
施
し
ま
す

生
活
・
環
境

冬
の
備
え
は
大
丈
夫
？

寒
波
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

調
理
師
就
業
届
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
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浜田郷土資料館

浜田高等学校
グラウンド

至浜田駅

至浜田高等
学校正面

図書館建設用地

至石見小学校

① 済

済 済

済

済

済
黒
川
市
営
住
宅

安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

できることからはじめましょう
○暖房器具の設定温度を低めに設定しましょう。
○窓に、昼は日光を入れ、夜は厚手のカーテン

をし、すきま風をカットしましょう。
○家族みんなで１つの部屋で過ごし、無駄な暖

房を抑えましょう。
○人のいない部屋は、必ず電気・暖房を消しま

しょう。
○１枚着るものを増やして設定温度を下げま

しょう。
○電気こたつの温度設定は「中」以下に設定し

ましょう。
○電気カーペットやこたつは、断熱マットを敷

いて熱が逃げないようにしましょう。
○電気カーペットのサイズは、使う人数にあっ

た大きさを選びましょう。

○ガス・石油ファンヒーターは、外出前や寝る
前には少し早めに切りましょう。

　冬の節電・省エネの工夫は、ほとんど無理な
く、今すぐできることです。冬の暖房の設定温
度を調整する取組は、ずいぶん浸透してきまし
た。
　あなたはどんな取組をしていますか？

出典（参考）　公益財団法人しまね自然と環境
財団「エコライフ10へのご招待」

（本庁くらしと環境課）

分譲する土地
区画
番号 所在地番 面積

（㎡）
分譲価格
（円）

① 黒川町3747番28 195.02 12,695,000

　

市
土
地
開
発
公
社
が
所
有
す
る

黒
川
住
宅
地
（
旧
浜
田
医
療
セ
ン

タ
ー
敷
地
）
を
分
譲
し
ま
す
。

受
付
期
間

12
月
３
日
㈪
～
14
日
㈮

申
込
条
件

・
申
込
み
は
、
区
画
番
号
を
指
定

の
上
、申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

・
住
宅
は
、
居
住
用
戸
建
て
個
人

住
宅
と
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　
申
込
用
紙
（
市
土
地

開
発
公
社
に
あ
り
ま
す
。）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

申
込
者
複
数
の
と
き
は
、
公

開
抽
選
に
よ
っ
て
決
定
し
ま
す
。

抽
選
時
に
は
保
証
金
が
必
要
で

す
（
分
譲
価
格
の
１
０
０
分
の

５
）。

※　

申
込
み
の
際
に
、
住
民
票
と

印
鑑
が
必
要
で
す
。詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
土
地
開
発
公
社
【
市
役
所

田
町
分
室
２
階
（
☎
�
９
６
７

０
）】

　

11
月
か
ら
３
月
は
、
冬
の
省
エ

ネ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
で
す
。

　

は
ま
だ
エ
コ
ラ
イ
フ
推
進
隊
で

は
、
１
月
分
の
電
気
使
用
量
が
前

年
同
月
に
比
べ
10
％
以
上
削
減
で

き
た
家
庭
に
景
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

各
家
庭
で
工
夫
し
、
楽
し
ん
で
二

酸
化
炭
素
排
出
量
を
削
減
で
き
る

よ
う
、
節
電
に
取
り
組
ん
で
く
だ

さ
い
。

対
象
者　
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い

ず
れ
に
も
該
当
す
る
人

・
浜
田
市
民
で
、
家
庭
の
電
気
使

用
者
と
な
っ
て
い
る
人

・
１
月
分
電
気
使
用
量
を
、
前
年

同
月
分
と
比
べ
て
10
％
以
上
削

減
し
た
人
【
ど
ち
ら
の
使
用
量

も
「
電
気
使
用
量
の
お
知
ら
せ

（
検
針
票
）」
に
記
載
し
て
あ
り

ま
す
。】

対
象
検
針
票　
電
気
使
用
量
の
平

成
25
年
１
月
分
（
使
用
期
間
12

月
～
１
月
）
と
し
て
請
求
さ
れ

た
も
の

申
請
期
間　
平
成
25
年
２
月
１
日

㈮
～
28
日
㈭

募
集
人
数　
先
着
４
０
０
人

景
品　
ペ
ッ
ト
プ
ラ
用
ご
み
袋

（
家
庭
用
）
１
ロ
ー
ル

申
請
方
法　
平
成
25
年
１
月
分
の

「
電
気
ご
使
用
量
の
お
知
ら
せ

（
検
針
票
）」
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
（
コ
ピ
ー
不
可
）。

※　

電
気
使
用
者
と
同
一
世
帯
の

代
理
人
で
も
申
請
で
き
ま
す
。

※　

削
減
率
は
、
あ
ら
か
じ
め
計

算
し
て
き
て
く
だ
さ
い
。

申
請
先　
本
庁
く
ら
し
と
環
境
課

及
び
各
支
所
市
民
福
祉
課

※　

公
民
館
で
は
、
受
付
で
き
ま

せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
く
ら
し
と
環
境
課
内

は
ま
だ
エ
コ
ラ
イ
フ
推
進
隊
事

務
局
（
☎
�
９
４
２
０
）

公
社
所
有
地
を
分
譲
し
ま
す

節
電
く
ら
ぶ
活
動
（
冬
）

の
募
集
を
し
ま
す

エコライフへのご招待　～冬の省エネの工夫～
自分なりのエコライフの一歩を、意識的に踏み出そう
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　年末・年始のごみ収集は、各自治区のごみ収集計
画どおり行います。
　また、ごみ処理場の休業日、し尿の汲み取り業務
については、次のとおりです。

し尿の汲み取り
業者名 申込期間など

浜
田

㈲浜田浄化センター
電話で申し込む地区
汲み取り日の２日前まで

休業日　12月30日㈰～
平成25年１月５日㈯

門田産業㈲
電話で申し込む地区
汲み取り日の２日前まで

休業日　12月30日㈰～
平成25年１月４日㈮

金
城㈲江津衛生公社

12月の汲み取り　12月５日㈬まで
１月５日㈯の汲み取り地区

12月29日㈯まで

旭㈲江津衛生公社
12月の汲み取り　12月５日㈬まで
１月の汲み取り

平成25年１月７日㈪まで
弥
栄㈲江津衛生公社 12月の汲み取り　12月４日㈫まで

１月の汲み取り　12月29日㈯まで

三
隅㈲石見環境整備

汲み取り日の３日前まで
休業日　12月30日㈰～

平成25年１月５日㈯
※　年末年始は、大変込み合いますので、早めに申し
込みましょう。

問い合わせ先
本庁廃棄物リサイクル課（☎�９４３０）
各支所市民福祉課

ごみ処理場
処理場名 休業日

エコクリーンセンター
（江津市波子町）
【燃やせるごみ・燃やせる粗大
ごみ】

12月30日㈰～
平成25年１月３日㈭市不燃ごみ処理場（生湯町）

【燃やせないごみ・燃やせない
粗大ごみ・古紙】
石央リサイクルセンター（生湯町）
【ペット・プラ、かん、びん】
※　年末年始は、大変込み合いますので、早めに搬入
しましょう。

　

返
済
し
き
れ
な
い
借
金
（
多
重

債
務
）
や
消
費
生
活
に
関
す
る
ト

ラ
ブ
ル
の
解
決
を
図
る
た
め
、
弁

護
士
及
び
司
法
書
士
が
面
接
・
電

話
相
談
を
行
い
ま
す
。

面
接
相
談
（
要
予
約
）

日
時　
12
月
16
日
㈰

午
後
１
時
～
４
時
30
分

場
所　
県
立
体
育
館

定
員　
８
人

料
金　
無
料

申
込
締
切
日　
12
月
13
日
㈭

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
先　
県
消
費
者
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
２
�
５
９
１
６
）

受
付
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５

時
（
土
・
祝
日
を
除
く
。）

電
話
相
談

　

当
日
は
、
司
法
書
士
に
よ
る
電

話
相
談
も
行
い
ま
す
。
面
接
相
談

が
で
き
な
い
場
合
は
、
電
話
相
談

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

電
話
番
号　
県
司
法
書
士
会
（
☎

０
１
２
０-
１
１
４-

２
３
４
）

相
談
受
付
時
間

午
後
１
時
～
４
時
30
分

問
い
合
わ
せ
先

県
消
費
者
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
２
�
５
９
１
６
）

県
消
費
と
く
ら
し
の
安
全
室

（
☎
０
８
５
２
�
５
１
０
３
）

市
営
住
宅

受
付
期
間

12
月
７
日
㈮
～
21
日
㈮

所
在
地　
金
城
町
今
福

建
設
年
度　
平
成
10
年
度

戸
数　
１
戸

家
賃　
３
０
、
０
０
０
円

敷
金　
家
賃
の
月
額
の
３
か
月
分

入
居
時
期　
１
月

共
通
事
項

※　

募
集
住
宅
は
、
追
加
さ
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

※　

市
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
応

募
者
が
募
集
戸
数
に
満
た
な
い

場
合
、
次
回
の
公
募
ま
で
の
間

に
入
居
の
申
込
み
を
随
時
受
け

付
け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※　

書
類
審
査
後
、
募
集
住
宅
数

に
対
し
入
居
申
込
数
が
上
回
る

場
合
は
、
公
開
抽
選
に
よ
り
決

定
し
ま
す
。

※　

入
居
要
件
や
申
込
方
法
な
ど

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

閲
覧
で
き
ま
す
。
ご
不
明
な
点

は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
営
住
宅
に
つ
い
て

浜
田
土
建
㈱

（
☎
�
１
４
１
７
）

http://w
w
w
.ham

adadoken.
jp/bk.s.ham

adasieijyuutaku.
htm

l

金
城
（
若
者
定
住
向
け
公
社
賃
貸

住
宅
）
に
つ
い
て

市
金
城
支
所
建
設
課

（
☎
�
１
２
３
６
）

入
居
時
期　
１
月
下
旬

金
城
（
若
者
定
住
向
け
公
社
賃
貸

住
宅
）

受
付
期
間

12
月
３
日
㈪
～
17
日
㈪

募
集
住
宅　
今
福
団
地

間
取
り　
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ

募集住宅
募集住宅（間取り） 所在地  建設年度 戸数 家賃の月額

今市一般住宅
（３Ｋ） 旭町今市 昭和56年度 １戸 14,800円

市木一般住宅
（２ＤＫ） 旭町市木 平成３年度 １戸 28,000円

長安住宅３号棟Ａ
単身用（１ＬＤＫ）

弥栄町
長安本郷 平成13年度 １戸 18,000円

敷金　家賃の月額の３か月分

年末年始のごみ処理場・し尿の汲み取り業務休業日

多
重
債
務
対
策
特
別
相
談
会

を
開
催
し
ま
す

住
宅

住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

平
成
24
年
工
業
統
計
調
査
は
、

12
月
31
日
を
調
査
期
日
と
し
て
、

従
業
者
４
人
以
上
の
全
て
の
製
造

事
業
所
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
我
が
国
に
お
け

る
工
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
政
府
の
重
要

な
調
査
で
、
統
計
法
に
基
づ
く
報

告
義
務
の
あ
る
基
幹
統
計
調
査
で

す
。
調
査
の
結
果
は
、
中
小
企
業

施
策
や
地
域
振
興
な
ど
国
及
び
地

域
行
政
施
策
の
た
め
の
基
礎
資
料

と
し
て
利
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
の
趣
旨
・
必
要
性
を
ご
理

解
の
上
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

※　

調
査
票
に
記
入
さ
れ
た
内
容

は
、
統
計
作
成
の
目
的
以
外
に

使
用
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り

ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
安
全
安
心
推
進
課
行
政
相

談
係
（
☎
�
９
１
２
０
）

　

平
成
25
・
26
年
度
に
市
が
発
注

す
る
建
設
工
事
及
び
建
設
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
業
務
の
入
札
参
加
希
望

者
は
、
資
格
審
査
申
請
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
要
領
・
様
式
に
つ
い
て

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載
し

ま
す
。

受
付
期
間　
12
月
７
日
㈮
～
平
成

25
年
１
月
31
日
㈭
（
土
・
日
・

祝
日
及
び
12
月
29
日
㈯
～
平
成

25
年
１
月
３
日
㈭
を
除
く
。）

※　

郵
送
の
場
合
は
１
月
31
日
㈭

の
消
印
有
効
、
宅
配
の
場
合
は

１
月
31
日
㈭
必
着
で
す
。

受
付
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
管
財
課
入
札
管
理
係

（
☎
�
９
１
４
１
）

　

農
業
委
員
会
委
員
と
な
る
資
格

が
あ
る
人
は
「
農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
登
載
申
請
書
」
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

該
当
者　
次
の
全
て
の
項
目
に
該

当
す
る
人

⑴　

平
成
５
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人

⑵　

平
成
25
年
１
月
１
日
現
在
、

浜
田
市
に
住
所
の
あ
る
人

⑶　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

人
・
10
ア
ー
ル
（
１
反
歩
）
以
上
の

農
地
で
耕
作
を
営
ん
で
い
る
人

・
前
記
の
耕
作
を
営
ん
で
い
る
人

の
同
居
の
親
族
又
は
配
偶
者
で
、

年
間
60
日
以
上
耕
作
に
従
事
し

て
い
る
人

提
出
締
切
日

平
成
25
年
１
月
10
日
㈭

申
請
書
の
配
布
及
び
提
出
方
法

　

平
成
24
年
度
に
登
録
の
あ
る
農

家
世
帯
の
申
請
書
は
、
12
月
中
旬

頃
に
該
当
農
家
へ
送
付
し
ま
す
。

同
封
の
返
信
用
封
筒
で
返
信
し
て

く
だ
さ
い
。

※　

新
た
に
申
請
書
が
必
要
な
人

は
、
本
庁
農
業
委
員
会
事
務
局

及
び
各
支
所
産
業
課
に
あ
り
ま

す
の
で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

登
録
資
格
が
あ
る
人
で
も
申

請
書
を
提
出
し
な
い
と
、
農
業

委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
ま
せ
ん
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

市
農
業
委
員
会
事
務
局

（
☎
�
９
８
２
０
）

　

浜
田
マ
リ
ン
大
橋
の
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
を
実
施
し
ま
す
。
帰
省
し

た
家
族
な
ど
と
一
緒
に
、
浜
田
マ

リ
ン
大
橋
の
華
や
か
な
景
観
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時　
平
成
25
年
１
月
１
日
㈷
～

１
月
３
日
㈭

午
後
８
時
～
10
時

場
所　
浜
田
マ
リ
ン
大
橋

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
水
産
課

（
☎
�
９
５
２
０
）

　

県
内
の
保
育
所（
園
）の
採
用
担

当
者
に
よ
る
面
接
相
談
会
を
行
い

ま
す
。
保
育
所（
園
）で
働
き
た
い

と
考
え
て
い
る
人
は
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

日
時　
12
月
28
日
㈮

午
後
０
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所　
い
わ
み
ー
る

問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
社
会
福
祉
協
議
会
・
島

根
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
２
�
５
９
５
７
）

　

企
業
の
採
用
担
当
者
に
よ
る
会

社
概
要
や
、
採
用
予
定
に
関
す
る

情
報
を
提
供
す
る
企
業
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。

対
象
者　
平
成
26
年
３
月
に
大
学

な
ど
を
卒
業
予
定
の
人
で
島
根

県
又
は
鳥
取
県
で
就
職
を
希
望

す
る
人

し
ま
ね
企
業
ガ
イ
ダ
ン
ス

日
時　
12
月
27
日
㈭

午
後
１
時
～
４
時
30
分

場
所　
く
に
び
き
メ
ッ
セ
（
松
江

市
）

と
っ
と
り
・
し
ま
ね
企
業
ガ
イ
ダ

ン
ス
【
広
島
会
場
】

日
時　
平
成
25
年
１
月
19
日
㈯

午
後
１
時
～
４
時

場
所　
基
町
ク
レ
ド
（
広
島
市
中

区
）

参
加
企
業　
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま

ね
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

※　

企
業
説
明
会
の
ほ
か
、
オ
プ

シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し

ま
ね
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で

き
ま
す
。
ご
不
明
な
点
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

公
益
財
団
法
人
ふ
る
さ
と
島
根

産
業
・
地
域
活
性
化

平
成
24
年
工
業
統
計
調
査

を
実
施
し
ま
す

平
成
25
・
26
年
度
建
設
工
事

等
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

を
受
け
付
け
ま
す

平
成
25
年
度
農
業
委
員
会

委
員
選
挙
人
名
簿
を
作
成

し
ま
す

浜
田
マ
リ
ン
大
橋
を

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
ま
す

し
ま
ね
の
保
育
・
就
職
面
接
会

を
開
催
し
ま
す

企
業
ガ
イ
ダ
ン
ス
を

開
催
し
ま
す
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

定
住
財
団
・
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し

ま
ね
（
☎
０
１
２
０
‐
６
７
‐

４
５
１
０
）

http://w
w
w
.gogo-jobcafe-

shim
ane.jp/

　

平
成
26
年
１
月
か
ら
、
記
帳
と

帳
簿
書
類
の
保
存
制
度
の
対
象
者

が
拡
大
さ
れ
ま
す
。

　

個
人
の
白
色
申
告
者
の
う
ち
、

前
々
年
分
又
は
前
年
分
の
事
業
所

得
、
不
動
産
所
得
、
山
林
所
得
の

合
計
額
が
３
０
０
万
円
を
超
え
る

人
に
必
要
と
さ
れ
て
い
た
記
帳
と

帳
簿
書
類
の
保
存
が
、
こ
れ
ら
の

所
得
を
生
ず
る
業
務
を
行
う
全
て

の
人
（
所
得
税
の
申
告
の
必
要
が

な
い
人
を
含
む
。）
に
必
要
と
な

り
ま
す
。

※　

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
ご

不
明
な
点
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.nta.go.jp/

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
税
務
署

（
☎
�
０
３
６
０
）

　

保
育
所
は
、
保
護
者
の
様
々
な

事
情
に
よ
り
家
庭
で
保
育
で
き
な

い
と
き
に
、
保
護
者
に
代
わ
っ
て

児
童
を
保
育
す
る
児
童
福
祉
施
設

で
す
。

　

平
成
25
年
４
月
か
ら
の
認
可
保

育
所
の
新
規
入
所
（
転
園
希
望
も

含
む
。）
の
申
込
み
を
受
け
付
け

ま
す
。
な
お
、
平
成
25
年
４
月
以

降
も
現
在
入
所
中
の
保
育
所
に
継

続
入
所
を
希
望
す
る
場
合
の
手
続

は
、
別
途
連
絡
し
ま
す
。

入
所
対
象
児
童　
保
護
者
や
同
居

者
が
次
の
よ
う
な
事
情
で
、
家

庭
で
保
育
が
で
き
な
い
状
況
に

あ
る
児
童

・
家
庭
外
で
常
時
働
い
て
い
る
。

・
家
庭
内
で
家
事
・
育
児
以
外
の

仕
事
を
常
時
し
て
い
る
。

・
母
親
が
出
産
の
前
後
（
２
か
月

程
度
）
で
あ
る
。

・
病
気
又
は
心
身
に
障
が
い
が
あ

る
。

・
病
気
の
家
族
を
常
時
看
護
し
て

い
る
。

・
災
害
な
ど
で
居
宅
を
失
っ
た
。

申
込
期
間

第
１
次
募
集　
12
月
17
日
㈪
～
平

成
25
年
１
月
21
日
㈪

第
２
次
募
集　
平
成
25
年
３
月
１

日
㈮
～
11
日
㈪

申
込
方
法　
保
育
所
入
所
申
込
書

（
本
庁
子
育
て
支
援
課
・
各
支

所
市
民
福
祉
課
・
各
認
可
保
育

所
・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に

あ
り
ま
す
。）
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
保
育
が
で
き
な
い

こ
と
を
証
明
す
る
書
類
（
在
職

証
明
書
な
ど
）
と
収
入
が
分
か

る
も
の
（
平
成
24
年
分
の
源
泉

徴
収
票
な
ど
）
を
添
付
し
て
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
な
お
、

申
込
書
提
出
の
際
に
家
庭
の
状

況
を
面
接
に
よ
り
確
認
し
ま
す
。

※　

認
定
こ
ど
も
園
へ
の
入
所
に

つ
い
て
は
、
直
接
当
該
施
設
へ

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

認
定
こ
ど
も
園
申
込
期
間

日
脚
保
育
園　
12
月
17
日
㈪
～
平

成
25
年
１
月
21
日
㈪

あ
さ
ひ
子
ど
も
園

12
月
３
日
㈪
～
25
日
㈫

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
子
育
て
支
援
課
保
育
係

（
☎
�
９
３
３
０
）

各
支
所
市
民
福
祉
課

施設の状況 ※　10月１日時点の状況
【認可保育所】

施設名 所在地 定員
（人） 開所時間 延長

保育

私
立

ちどり保育所 松原町 60 7:10～19:45 ○
浜田ひかり保育所 原町 90 7:00～19:00 ○
聖バルナバ保育園 浅井町 90 7:10～19:30 ○
みなと保育園 港町 160 7:00～20:00 ○
美川保育園 内村町 70 7:10～19:00 ○
周布保育園 周布町 60 7:15～18:45 ○
長沢保育園 長沢町 120 7:00～20:00 ○
つくし保育園 佐野町 20 7:15～18:45 ○
れんげ保育園 熱田町 60 7:10～19:10 ○
あおい保育園 大辻町 90 7:30～19:00 ○
こくふ保育園 国分町 160 7:00～20:00 ○
みのり保育園 相生町 90 7:15～19:15 ○
有福保育園 下有福町 30 7:00～19:00 ○
ちどり第２保育所 長浜町 50 7:10～19:45 ○
うみかぜ保育園 久代町 45 7:00～20:00 ○
今福保育園 金城町今福 50 7:00～19:00 ○
くもぎ保育園 金城町七条 90 7:15～18:45 ○
波佐保育園 金城町波佐 20 7:15～18:45 ○
おぐに保育園 金城町小国 30 7:00～18:30 ○
安城保育園 弥栄町長安本郷 20 7:10～18:50 ○
杵束保育園 弥栄町木都賀 20 7:10～18:50 ○
三保保育園 三隅町湊浦 45 7:20～18:30
三隅保育所 三隅町向野田 80 7:30～18:30
岡見保育所 三隅町岡見 45 7:20～18:50 ○
井野保育所 三隅町井野 20 7:40～18:00

【認定こども園】

施設名 所在地 定員
（人） 開所時間 延長

保育
私
立

日脚保育園　 日脚町 120 7:00～19:00 ○
あさひ子ども園 旭町丸原 80 7:15～19:15 ○

税
務
・
納
税

浜
田
税
務
署
か
ら
の

お
知
ら
せ
で
す

子
育
て

平
成
25
年
４
月
か
ら
の

保
育
所
新
規
入
所
児
童

を
募
集
し
ま
す
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

保
育
所
に
お
け
る
当
該
年
度
の

受
入
体
制
を
充
実
さ
せ
る
目
的
で

入
所
希
望
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

対
象　
保
護
者
（
父
母
）
が
、
平

成
25
年
５
月
か
ら
平
成
26
年
３

月
ま
で
の
間
に
産
後
休
暇
・
育

児
休
業
が
終
了
し
職
場
復
帰
す

る
世
帯
の
う
ち
、
平
成
25
年
５

月
か
ら
平
成
26
年
３
月
ま
で
の

間
に
入
所
を
希
望
す
る
世
帯
で

平
成
25
年
度
０
歳
児
ク
ラ
ス
の

児
童

※　

平
成
24
年
４
月
２
日
生
ま
れ

以
降
で
、
調
査
票
提
出
時
点
で

出
生
前
も
含
み
ま
す
。

※　

０
歳
児
と
兄
弟
同
時
入
所
で

の
１
歳
児
以
上
の
兄
姉
も
対
象

と
し
ま
す
。

調
査
期
間　
12
月
17
日
㈪
～
平
成

25
年
３
月
11
日
㈪

調
査
方
法　
希
望
調
査
票
（
本
庁

子
育
て
支
援
課
及
び
各
支
所
市

民
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
。）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※　

こ
の
希
望
調
査
は
、
入
所
希

望
月
の
選
考
で
優
先
し
ま
す

が
、
入
所
内
定
を
約
束
す
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※　

認
定
こ
ど
も
園
（
日
脚
保
育

園
・
あ
さ
ひ
子
ど
も
園
）
に
入

所
を
希
望
す
る
人
は
、
各
園
で

の
選
考
と
な
り
ま
す
の
で
、
提

出
先
は
各
園
と
な
り
ま
す
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
子
育
て
支
援
課
保
育
係

（
☎
�
９
３
３
０
）

各
支
所
市
民
福
祉
課

　

幼
稚
園
教
育
は
、
家
庭
と
の
連

携
を
図
り
な
が
ら
生
涯
に
わ
た
る

人
間
形
成
の
基
礎
を
培
う
た
め
の

も
の
で
す
。
１
日
の
保
育
時
間
は

４
時
間
程
度
と
な
り
ま
す
の
で
、

保
護
者
又
は
そ
れ
に
代
わ
る
人
が

在
宅
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

入
園
資
格　
市
内
在
住
で
、
次
に

該
当
す
る
幼
児

１
年
保
育
児
（
年
長
児
）

平
成
19
年
４
月
２
日
～
平
成
20

年
４
月
１
日
生
ま
れ

２
年
保
育
児
（
年
中
児
）

平
成
20
年
４
月
２
日
～
平
成
21

年
４
月
１
日
生
ま
れ

３
年
保
育
児
（
年
少
児
）

平
成
21
年
４
月
２
日
～
平
成
22

年
４
月
１
日
生
ま
れ

保
育
料

　

１
人
月
額
７
、
５
０
０
円

申
込
期
間

　

12
月
３
日
㈪
～
12
日
㈬

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

申
込
方
法　
入
園
申
込
書
（
市
教

育
委
員
会
及
び
各
幼
稚
園
に
あ

り
ま
す
。）
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
希
望
す
る
幼
稚
園
へ

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
申
込
み
は
１
園
に
限
り
ま

す
。
な
お
、
申
込
期
間
後
も
定

員
に
達
し
て
い
な
け
れ
ば
、
随

時
受
け
付
け
ま
す
。

※　

３
年
保
育
児
が
定
員
を
上

回
っ
た
場
合
、
４
園
間
で
調
整

の
上
、
原
則
と
し
て
抽
選
と
し

継続在園者数及び新規募集人数 （10月１日現在）

幼稚園名 継続在園者数 新規募集人数
１年保育 ２年保育 １年保育 ２年保育 ３年保育

原井幼稚園 7 10 28 25 20
石見幼稚園 21 17 49 53 20
長浜幼稚園 9 9 26 26 20
美川幼稚園 16 9 20
※　継続在園者数とは、平成24年度から持ち上がりとなる
予定の園児数を指します。

※　今後の異動状況により、新規募集人数が変更となる場
合があります。

ま
す
。

※　

２
年
保
育
児
及
び
１
年
保
育

児
が
定
員
を
上
回
っ
た
場
合

は
、
継
続
在
園
者
を
優
先
す
る

こ
と
と
し
、
新
規
募
集
者
の
み

抽
選
を
行
い
ま
す
。

※　

原
井
幼
稚
園
に
は
特
別
支
援

学
級
を
設
け
て
い
ま
す
の
で
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※　

平
成
26
年
４
月
に
予
定
し
て

い
た
、
原
井
幼
稚
園
と
石
見
幼

稚
園
の
統
合
に
つ
い
て
は
、
当

面
の
間
、延
期
と
な
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先

・
本
庁
教
育
総
務
課
総
務
企
画
係

（
☎
�
９
７
０
０
）

・
原
井
幼
稚
園
（
☎
�
０
０
７
６
）

・
石
見
幼
稚
園
（
☎
�
０
４
９
３
）

・
長
浜
幼
稚
園
（
☎
�
０
５
７
５
）

・
美
川
幼
稚
園
（
☎
�
０
１
８
５
）

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
身
近
な
と
こ

ろ
に
い
る
医
師
が
、
病
気
の
予
防

や
医
療
の
大
切
さ
な
ど
を
分
か
り

や
す
く
お
話
し
し
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
や
病
気
の
予
防
に

関
心
を
持
つ
こ
と
は
、
自
分
自
身

を
守
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
医
療

を
守
っ
て
い
く
こ
と
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。

日
時　
12
月
５
日
㈬

　

午
後
７
時
～
８
時
30
分

場
所　
浜
田
公
民
館
研
修
室

テ
ー
マ　
う
つ
病
の
治
療
と
予
防

～
生
き
て
い
く
悩
み
に
平
常
心

で
臨
む
～

講
師　
田
中
新
一
さ
ん
（
心
療
内

科
田
中
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

料
金　
無
料

※　

申
込
み
は
不
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
医
療
対
策
課

（
☎
�
９
３
１
０
）

市
医
師
会
（
☎
�
０
９
６
７
）

美
川
地
区
健
康
教
室

日
時　
12
月
４
日
㈫

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所　
美
川
公
民
館

テ
ー
マ　
元
気
な
う
ち
か
ら
介
護

予
防

内
容

⑴　

健
康
チ
ェ
ッ
ク（
血
圧
測
定
・

体
組
成
計
で
体
脂
肪
率
や
内
臓

脂
肪
・
体
内
年
齢
を
測
定
）

平
成
25
年
５
月
以
降
産
休

育
休
復
帰
者
の
入
所
希
望

調
査
を
行
い
ま
す

平
成
25
年
度
市
立
幼
稚
園

入
園
児
を
募
集
し
ま
す

浜
田
市
医
師
会
に
よ
る

地
域
医
療
リ
レ
ー
講
座

を
開
催
し
ま
す

健
康
・
福
祉

健
康
教
室
を
開
催
し
ま
す
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教
育
・
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ス
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生
活
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境
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税
務
・
納
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健
康
・
福
祉

子

育

て

食 育 コラムコラム

⑵　

ボ
ー
ル
を
使
っ
た
健
康
体
操

と
脳
活
性
化
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン講
師　

桟さ

敷じ
き

学ま
な
ぶ

さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
は
と
ぽ
っ
ぽ
）

⑶　

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り

⑷　

食
生
活
改
善
推
進
員
に
よ
る

試
食「
低
栄
養
を
予
防
し
よ
う
」

参
加
料　
無
料

※　

申
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。

※　

健
康
手
帳
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

長
浜
地
区
健
康
教
室

日
時　
12
月
11
日
㈫

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

場
所　
長
浜
公
民
館

テ
ー
マ　
脳
卒
中
を
予
防
し
よ
う

内
容

⑴　

健
康
チ
ェ
ッ
ク（
血
圧
測
定
・

体
組
成
計
で
体
脂
肪
率
や
内
臓

脂
肪
・
体
内
年
齢
を
測
定
）

⑵　

脳
卒
中
に
な
ら
な
い
た
め
に

⑶　

減
塩
食
の
調
理
実
習
～
減
塩

の
㊙
テ
ク
ニ
ッ
ク
！

⑷　

家
庭
の
み
そ
汁
の
塩
分
測
定

（
希
望
者
の
み
）

参
加
料　
２
０
０
円
（
材
料
費
）

※　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
健
康

手
帳
・
家
庭
の
み
そ
汁
（
希
望

者
の
み
）
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

申
込
締
切
日　
12
月
４
日
㈫

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
医
療
対
策
課
健
康
推

進
係
（
☎
�
９
３
１
１
）

　

島
根
県
看
護
協
会
浜
田
支
部
で

は
、
会
員
の
看
護
師
や
保
健
師
が

健
康
チ
ェ
ッ
ク
や
健
康
相
談
に
応

じ
る
「
ま
ち
の
保
健
室
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
気
軽
に
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

日
時　
12
月
４
日
㈫
・
平
成
25
年

１
月
８
日
㈫

　

午
後
１
時
～
３
時

場
所　
ゆ
め
タ
ウ
ン
浜
田
１
階

内
容　
血
圧
測
定
・
体
脂
肪
測
定
・

健
康
相
談
な
ど

料
金　
無
料

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
医
療
対
策
課

（
☎
�
９
３
１
１
）

対
象
者　
将
来
就
業
を
希
望
す
る

看
護
職
員
な
ど

日
時　
12
月
12
日
㈬
・
平
成
25
年

１
月
９
日
㈬

　

午
後
１
時
～
４
時

場
所　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー

内
容　
求
人
・
求
職
相
談
、
看
護

情
報
の
提
供
な
ど

担
当
者　
就
業
相
談
員

問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
２
�
８
５
１
０
）

　

Ｐ
Ｅ
Ｔ
‐
Ｃ
Ｔ
検
診
（
が
ん
検

診
）
の
費
用
に
つ
い
て
、
県
民
を

対
象
と
し
た
県
の
補
助（
５
千
円
）

が
、
今
年
度
限
り
で
終
了
と
な
り

ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
検
診
費
用

は
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

平
成
25
年
３
月
29
日
㈮
ま
で

　

８
万
５
千
円

平
成
25
年
４
月
１
日
㈪
以
降

　

９
万
円

検
診
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
健
診
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
７
７
０
０
）

※　

市
民
を
対
象
と
し
た
市
の
補

助
（
２
万
円
）
は
、
市
の
事
業

と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
医
療
対
策
課

（
☎
�
９
３
１
１
）

　最近のお店には、年中いろいろな食品が並ん
でいて、「旬のもの」が分かりづらくなってい
ます。家庭で旬の食材を味わい、おいしさを体
験しましょう。旬の食品は、新鮮で味や香りも
良く、栄養価も高く、また経済的です。
◆無駄な食材を買っていませんか。
　レシピに載っている食材をそのまま使うので
はなく、季節の旬の野菜で代替えをして使いま
しょう。
◆量を作り過ぎていませんか。
　作り過ぎは、食べ過ぎや食べ残しにつながり
ます。自分に適した量をバランスよく食べま
しょう。

◆冬の旬の野菜は、ねぎ・白菜・大根・キャベ
ツ・ほうれん草など、たくさんあります。

　旬の時期の栄養価は、旬でないものに比べて、
１.５倍～３倍と高いです。
◆冬の旬の野菜は風邪の予防効果や、体を温め

る効果も高いです。

※　次回１月号は、『子育て』についてのコラムを掲載します。

びぃびぃくん

　家庭で、地球環境保護に取り組みましょう。
（旭支所市民福祉課）

「
ま
ち
の
保
健
室
」
を

開
設
し
ま
す

就
業
相
談
会
（
移
動
ナ
ー
ス

バ
ン
ク
）
を
開
催
し
ま
す

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー

Ｐ
Ｅ
Ｔ
‐
Ｃ
Ｔ
検
診
の
費
用

が
変
更
に
な
り
ま
す

環境に配慮した食生活を実践しましょう
～健康のために自然の恵みたっぷりの旬の野菜を食べましょう～
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日
本
で
は
、
毎
年
、
新
た
に
Ｈ

Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
た
人
、
エ
イ
ズ
を

発
症
し
た
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
検
査
に
行
く
人
や
相
談

者
は
減
っ
て
い
ま
す
。

　

エ
イ
ズ
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
体
の
免
疫
シ

ス
テ
ム
が
破
壊
さ
れ
、そ
の
結
果
、

様
々
な
感
染
症
に
か
か
り
や
す
く

な
っ
て
起
こ
る
病
気
で
す
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
す
る
主
な
ル
ー
ト

①
性
行
為
に
よ
る
も
の

②
麻
薬
な
ど
の
静
脈
注
射
を
回
し

打
ち
す
る
な
ど
注
射
針
の
共
有

に
よ
る
も
の

③
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
て
い
る
母
親

か
ら
妊
娠
中
に
子
ど
も
へ
感
染

す
る
も
の

　

日
本
で
は
、
感
染
原
因
の
約
９

割
が
性
行
為
に
よ
る
も
の
で
す
。

ど
れ
も
適
切
な
対
応
に
よ
っ
て
感

染
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
は
と
て
も
感
染

力
が
弱
い
ウ
イ
ル
ス
で
す
。
生
息

で
き
る
の
は
人
の
精
液
・
膣
分
泌

液
・
血
液
だ
け
で
、
空
気
感
染
や

く
し
ゃ
み
で
は
感
染
し
ま
せ
ん
。

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
て
も
、
す
ぐ

に
エ
イ
ズ
に
な
る
わ
け
で
は
な
く
、

症
状
が
現
れ
る
の
は
数
年
先
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
感
染
し
た
こ
と

に
早
く
気
付
い
て
適
切
な
治
療
を

す
れ
ば
、
エ
イ
ズ
の
発
症
を
遅
ら

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
予
防
は

も
ち
ろ
ん
、
早
期
発
見
・
適
切
な

治
療
も
大
切
で
す
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
の
検

査
は
、
全
国
の
保
健
所
な
ど
で
、

無
料
・
匿
名
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

不
安
を
抱
え
て
い
る
人
は
、
保
健

所
に
相
談
し
、
検
査
を
し
ま
し
ょ

う
。

　

エ
イ
ズ
は
、身
近
な
病
気
で
す
。

予
防
の
た
め
に
も
、
正
し
い
知
識

を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
医
療
対
策
課

（
☎
�
９
３
１
１
）

　

中
皮
種
や
肺
が
ん
な
ど
を
発
症

し
、
そ
れ
が
労
働
者
と
し
て
石
綿

ば
く
露
作
業
に
従
事
し
て
い
た
こ

と
が
原
因
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た

場
合
に
は
、
労
災
保
険
法
に
基
づ

く
各
種
の
労
災
保
険
給
付
や
石
綿

救
済
法
に
基
づ
く
特
別
遺
族
給
付

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

石
綿
に
よ
る
疾
病
は
、
石
綿
を

吸
っ
て
か
ら
非
常
に
長
い
年
月
を

経
て
発
症
す
る
こ
と
が
大
き
な
特

徴
で
す
。

　１月以降のがん検診日程については、「平成24年
度各種健（検）診日程表」をご覧ください。
※　市が実施する各種がん検診は、無料で受診する
ことができます。

問い合わせ先
本庁地域医療対策課健康推進係（☎�９３１１）

乳がん検診
対象　35歳以上の女性で、和暦で偶数年生まれの人
　　　クーポン券が送付されている人
※　予約が必要です。
【検診車で受診する場合】
申込先　県環境保健公社（☎�７４４２）

実施日 受付時間 会場

浜
田

12月２日㈰ 9:00～11:30 市役所本庁駐車場13:00～15:00

12月12日㈬ 9:00～11:30 周布公民館13:00～15:00

12月22日㈯ 9:00～11:30 市役所本庁駐車場13:00～15:00
※　12月の乳がん検診は定員に達したため、予約受付
は終了しています。

実施日 受付時間 会場

追
加
日
程

平成25年
１月19日㈯

9:00～11:30

市役所本庁駐車場13:00～15:00

２月５日㈫ 9:00～11:30
13:00～15:00

※　両日とも、12月３日㈪から予約を受け付けます。
※　次の人は、乳がん検診（マンモグラフィー検査）
を受けられません。

・ペースメーカー装着者（装着側）
・妊娠中の人
・授乳中の人
・豊胸術実施者
・ＶＰシャント術後（水頭症のための脳室シャント） 

子宮頸がん検診
　子宮頸がん検診受診の際に、ＨＰＶ（ヒトパピロー
マウイルス）検査を無料で受けることができます。
※　医療機関と検診車では、対象年齢が異なりますの
で注意してください。

【医療機関で受診する場合】
対象　20歳～49歳の女性
実施期間　平成25年２月28日㈭まで
受託医療機関　産婦人科江木医院（☎�１１８１）
　　　　　　　中山産婦人科医院（☎�００７１）
※　診療時間内は、予約不要です。
時間外診療
　産婦人科江木医院　12月28日㈮　17:00～19:00
　中山産婦人科医院　12月３日㈪　17:00～18:30
※　前日までに予約が必要です。
【検診車で受診する場合】（予約不要）
対象　20歳以上の女性

実施日 受付時間 会場
浜
田 12月20日㈭ 13:30～14:30 浜田保健所

三
隅

12月20日㈭ 9:00～10:00 海石集会所
10:30～11:00 白砂公民館

12月21日㈮

9:00～ 9:30 みのり会館
10:30～11:00 黒沢公民館
13:00～13:45 岡見公民館
14:30～15:00 三保公民館

12
月
１
日
は

世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
で
す

石
綿
に
よ
る
疾
病
の
補
償
・

救
済
が
受
け
ら
れ
ま
す

12月各種がん検診の日程
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・
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健
康
・
福
祉

子
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て

　

中
皮
種
な
ど
で
亡
く
な
ら
れ
た

人
が
、
過
去
に
石
綿
業
務
に
従
事

し
て
い
た
場
合
に
は
、
労
災
保
険

給
付
な
ど
の
支
給
対
象
と
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
最
寄
り

の
労
働
局
又
は
労
働
基
準
監
督
署

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

詳
し
く
は
、
厚
生
労
働
省

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま

す
。
ご
不
明
な
点
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.m
hlw

.go.jp/new
-

info/kobetu/roudou/gyousei/
rousai/120406-1.htm

l

問
い
合
わ
せ
先

島
根
労
働
局
労
働
基
準
部
労
災

補
償
課

（
☎
０
８
５
２
�
１
１
５
９
）

　

栃
木
県
に
あ
る
自
治
医
科
大
学

は
、
全
都
道
府
県
が
共
同
で
設
立

し
た
医
科
大
学
で
、
卒
業
後
に
出

身
県
に
戻
り
一
定
期
間
地
域
の
病

院
・
診
療
所
に
勤
務
す
れ
ば
、
授

業
料
な
ど
が
全
額
免
除
さ
れ
ま
す
。

　

県
で
は
、
ふ
る
さ
と
島
根
の
医

療
を
担
っ
て
い
こ
う
と
い
う
人
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
人
数　
県
内
か
ら
２
～
３
人

（
全
国
で
１
２
３
人
）

受
付
期
間　
平
成
25
年
１
月
４
日

㈮
～
23
日
㈬　

午
後
５
時
ま
で

（
郵
送
の
場
合
、
１
月
22
日
㈫

の
消
印
有
効
）

第
１
次
試
験
日　
平
成
25
年
１
月

28
日
㈪
・
29
日
㈫

試
験
会
場　
サ
ン
ラ
ポ
ー
む
ら
く

も
（
松
江
市
）

試
験
科
目　
学
力
試
験
【
数
学
・

理
科
（
２
科
目
）・
英
語
】・
面

接
試
験

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

県
医
療
政
策
課
【
〒
６
９
０
‐

８
５
０
１　

松
江
市
殿
町
１
番

地（
☎
０
８
５
２
�
５
２
５
１
）】

　

精
神
や
身
体
に
障
が
い
の
あ
る

65
歳
以
上
の
人
で
、
そ
の
障
が
い

が
一
定
の
要
件
を
満
た
す
人
は
、

市
長
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
で
所

得
税
及
び
市
民
税
県
民
税
の
障
害

者
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

対
象
者

・
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
を
受

け
て
い
る
人

・
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
を
受

け
て
い
な
い
が
障
が
い
の
あ
る

人
※　

該
当
す
る
人
は
、
本
庁
高
齢

障
が
い
課
又
は
各
支
所
市
民
福

祉
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※　

既
に
障
害
者
控
除
を
受
け
て

い
る
人
及
び
障
害
者
手
帳
な
ど

の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
は
、

申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

控
除
額

所
得
税

・
障
害
者
控
除　
　
　

27
万
円

・
特
別
障
害
者
控
除　

40
万
円

市
民
税
県
民
税

・
障
害
者
控
除　
　
　

26
万
円

・
特
別
障
害
者
控
除　

30
万
円

　

障
が
い
者
本
人
で
合
計
所
得
金

額
が
１
２
５
万
円
以
下
の
人
は
市

民
税
県
民
税
が
非
課
税
に
な
り
ま

す
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
高
齢
障
が
い
課
高
齢
者
福

祉
係
（
☎
�
９
３
２
０
）

各
支
所
市
民
福
祉
課

　

市
で
は
介
護
人
材
の
安
定
的
確

保
・
定
着
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
介
護
人
材
確
保
・
定
着
対
策

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

事
業
内
容　
新
卒
者
又
は
現
在
介

護
職
場
に
従
事
し
て
い
な
い
人

【
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
従
事
し
て

い
な
い
期
間
が
３
年
以
上
で
あ

る
人
（
県
外
在
住
の
人
を
採
用

す
る
場
合
を
除
く
。）】
を
介
護

職
員
と
し
て
雇
用
し
、
３
か
月

以
上
継
続
的
に
雇
用
し
た
市
内

の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
、

人
材
の
確
保
及
び
育
成
に
要
す

る
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
内
容

⑴　

採
用
者
へ
支
度
金
を
支
給
し

た
事
業
所
に
対
し
、
雇
用
か
ら

３
か
月
経
過
後
に
対
象
経
費
の

１
／
２
（
上
限
10
万
円
）
を
補

助
し
ま
す
。
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者

の
場
合
は
、
対
象
経
費
の
２
／

３
（
上
限
20
万
円
）
を
補
助
し

ま
す
。

⑵　

雇
用
し
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
が
、
採
用
日
か
ら
３
か
月

を
経
過
す
る
日
ま
で
の
期
間
に

研
修
会
な
ど
を
実
施
す
る
場
合
、

１
事
業
所
あ
た
り
年
間
10
万
円

を
限
度
に
補
助
し
ま
す
。

事
業
実
施
期
間

平
成
27
年
３
月
31
日
㈫
ま
で

（
平
成
26
年
12
月
31
日
㈬
採
用

分
ま
で
）

申
請
期
間　
継
続
雇
用
期
間
（
３

か
月
）
満
了
後
30
日
又
は
満
了

日
の
属
す
る
年
度
の
３
月
31
日

の
い
ず
れ
か
早
い
日
ま
で

※　

申
請
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
高
齢
障
が
い
課

（
☎
�
９
３
２
０
）

交
通
事
故
に
あ
っ
た
と
き

　

交
通
事
故
で
第
三
者
か
ら
傷
害

な
ど
を
受
け
た
場
合
で
も
、
浜
田

市
国
民
健
康
保
険
で
病
院
に
か
か

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
際
に

は
必
ず
、「
第
三
者
行
為
に
よ
る

傷
病
届
」を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

加
害
者
か
ら
治
療
費
を
受
け
取
っ

た
り
、
示
談
を
済
ま
せ
た
り
す
る

と
保
険
が
使
え
な
く
な
り
ま
す
。

示
談
の
前
に
、
必
ず
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

手
続
窓
口　
市
役
所
本
庁
１
階
医

療
保
険
課
⑥
番
窓
口

保
険
証
が
使
え
な
い
と
き

　

次
の
よ
う
な
と
き
に
は
、
保
険

証
が
使
え
ま
せ
ん

病
気
と
み
な
さ
れ
な
い
も
の

・
人
間
ド
ッ
グ

・
予
防
接
種

・
正
常
な
妊
娠
・
出
産

・
美
容
整
形　

な
ど

自
治
医
科
大
学
医
学
部

入
学
生
を
募
集
し
ま
す

所
得
税
・
住
民
税
の
障
害
者

控
除
の
認
定

介
護
人
材
の
確
保
・
育
成

に
要
す
る
経
費
の
一
部
を

補
助
し
ま
す

保
険
・
医
療
・
年
金

浜
田
市
国
民
健
康
保
険
か
ら

の
お
知
ら
せ
で
す
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ほ
か
の
保
険
が
使
え
る
と
き

・
仕
事
上
の
病
気
や
け
が
（
労
災

保
険
の
対
象
に
な
り
ま
す
。）

浜
田
市
国
民
健
康
保
険
の
給
付
が

制
限
さ
れ
る
と
き

・
故
意
の
犯
罪
行
為
や
故
意
の
事

故
・
け
ん
か
や
泥
酔
に
よ
る
病
気
や

け
が

・
医
師
や
保
険
者
の
指
示
に
従
わ

な
か
っ
た
と
き

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
医
療
保
険
課

（
☎
�
９
４
１
０
）

　

平
成
24
年
中
（
１
月
１
日
～
12

月
31
日
）
に
納
付
し
た
国
民
健
康

保
険
料
・
介
護
保
険
料
・
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
な
ど
は
、
年
末

調
整
や
確
定
申
告
で
手
続
を
す
る

と
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
ら
れ

ま
す
。

　

手
続
の
際
に
必
要
と
な
る
年
間

納
付
額
の
分
か
る
書
類
を
、
送
付

又
は
窓
口
で
交
付
し
ま
す
の
で
大

切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

年
末
調
整
で
必
要
な
人

　

窓
口
で
交
付
し
ま
す
。
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
で
必
要
な
人

　

１
月
中
旬
に
、
各
保
険
の
保
険

者
か
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※　

年
金
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら

の
天
引
き
）
の
人
は
、
日
本
年

金
機
構
な
ど
が
発
行
す
る
公
的

年
金
の
源
泉
徴
収
票
に
社
会
保

険
料
支
払
額
が
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
社
会
保
険
の
保
険
者

か
ら
の
お
知
ら
せ
は
あ
り
ま
せ

ん
。

※　

国
民
年
金
保
険
料
控
除
証
明

書
及
び
公
的
年
金
の
源
泉
徴
収

票
に
つ
い
て
は
、『
広
報
は
ま
だ
』

11
月
号
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

交
付
窓
口
・
問
い
合
わ
せ
先

国
民
健
康
保
険
料

本
庁
税
務
課

（
☎
�
９
２
３
１
）

各
支
所
税
務
担
当
窓
口

介
護
保
険
料

浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合
介
護

保
険
課
（
☎
�
１
５
２
０
）

本
庁
高
齢
障
が
い
課

（
☎
�
９
３
２
０
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

本
庁
医
療
保
険
課

（
☎
�
９
４
１
２
）

　

昭
和
23
年
、
第
３
回
国
際
連
合

総
会
で
世
界
人
権
宣
言
が
採
択
さ

れ
て
以
来
、
国
連
で
は
こ
れ
を
記

念
し
て
、
毎
年
12
月
10
日
を
「
人

権
デ
ー
」
と
定
め
、
加
盟
各
国
で

は
人
権
尊
重
思
想
の
、
よ
り
一
層

の
普
及
高
揚
を
図
る
た
め
の
各
種

行
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

わ
が
国
で
は
、12
月
10
日
の「
人

権
デ
ー
」
を
最
終
日
と
す
る
１
週

間
を
「
人
権
週
間
」
と
定
め
て
お

り
、
法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
で
は
、
次
の
強
調
事
項

を
掲
げ
て
、
広
く
国
民
に
人
権
思

想
の
普
及
高
揚
を
呼
び
掛
け
て
い

ま
す
。

・
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

・
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

・
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育

て
よ
う

・
障
が
い
の
あ
る
人
の
自
立
と
社

会
参
加
を
進
め
よ
う

・
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

・
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解

を
深
め
よ
う

・ 

外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

・
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病

患
者
な
ど
に
対
す
る
偏
見
を
な

く
そ
う

・
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対

す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

・
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人

権
に
配
慮
し
よ
う

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た

人
権
侵
害
を
や
め
よ
う

・
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害

問
題
に
対
す
る
認
識
を
深
め
よ

う
・
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
を

な
く
そ
う

・
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別

を
な
く
そ
う

・
性
同
一
性
障
害
を
理
由
と
す
る

差
別
を
な
く
そ
う

・
人
身
取
引
を
な
く
そ
う

・
東
日
本
大
震
災
に
起
因
す
る
人

権
問
題
に
取
り
組
も
う

　
「
人
権
週
間
」
に
あ
た
り
、
21

世
紀
が
「
人
権
の
世
紀
」
で
あ
る

こ
と
を
改
め
て
思
い
起
こ
し
、
私

た
ち
一
人
ひ
と
り
が
「
人
権
」
を

尊
重
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
正
し

く
認
識
し
、
明
る
く
豊
か
な
住
み

よ
い
社
会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

　

毎
日
の
生
活
の
中
で
、「
こ
れ
は

人
権
問
題
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」

と
感
じ
た
り
、
悩
み
ご
と
や
困
り

ご
と
を
抱
え
た
り
す
る
人
は
、
松

江
地
方
法
務
局
浜
田
支
局
（
☎
�

０
９
５
９
）、
又
は
人
権
擁
護
委

員
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
人
権
相
談
所
（
無
料
・

秘
密
厳
守
）
を
開
設
し
て
い
ま
す

の
で
、
気
軽
に
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。

※　

開
催
日
時
・
場
所
に
つ
い
て

は
、
毎
月
『
広
報
は
ま
だ
』
は

ま
だ
情
報
カ
レ
ン
ダ
ー
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
９
１
６
０
）

　

10
月
26
日
㈮
、
浜
田
市｢

い
の

ち
と
安
全
安
心
の
日｣

に
併
せ
、

国
府
小
学
校
と
佐
野
小
学
校
で
浜

田
市
教
育
委
員
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

表
彰
の
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
子
ど
も
見
守
り

社
会
保
険
料
控
除
に
係
る

保
険
料
納
付
額
を
お
知
ら

せ
し
ま
す

人
権

12
月
４
日
㈫
か
ら
10
日
㈪

ま
で
は
人
権
週
間
で
す

教
育
委
員
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

表
彰
を
行
い
ま
し
た

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

活
動
や
犯
罪
の
未
然
防
止
に
配
慮

し
た
活
動
、
健
全
育
成
活
動
な
ど

を
行
っ
て
い
る
団
体
及
び
個
人
を

表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　

継
続
的
に
地
域
の
子
ど
も
た
ち

を
温
か
く
見
守
り
、
育
て
て
い
た

だ
い
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。

受
賞
団
体

○
佐
野
寿
会
（
森
脇
信
子
会
長
・

会
員
35
人
）

○
宇
津
井
福
寿
会
（
植
田
嘉
平
門

会
長
・
会
員
13
人
）

○
下
府
子
ど
も
見
守
り
隊
（
沖
田

勝
代
表
・
隊
員
58
人
）

○
久
代
・
荒
相
地
域
安
全
パ
ト

ロ
ー
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
吉
田

成
来
代
表
・
隊
員
50
人
）

問
い
合
わ
せ
先

青
少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
内

浜
田
こ
ど
も
安
全
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
０
９
８
５
）

対
象　
平
成
４
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
５
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人

浜
田

　

式
典
・
参
加
者
全
員
で
の
記
念

撮
影
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時　
平
成
25
年
１
月
13
日
㈰

受
付　
午
後
０
時
30
分
～

式
典　
午
後
１
時
30
分
～

場
所　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

参
加
対
象
者

・
浜
田
市
出
身
で
、
現
在
浜
田
市

に
住
ん
で
い
る
人

・
浜
田
市
出
身
で
、
現
在
市
外
に

住
ん
で
い
る
人

・
浜
田
市
出
身
で
は
な
い
が
、
現

在
浜
田
市
に
住
ん
で
い
る
人

・
ほ
か
の
自
治
区
出
身
の
人

※　

個
人
あ
て
の
案
内
は
し
て
い

ま
せ
ん
。

※　

新
成
人
の
家
族
も
入
場
で
き

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
生
涯
学
習
課

（
☎
�
９
７
２
０
）

金
城

　

式
典
・
参
加
者
全
員
で
の
記
念

撮
影
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時　
平
成
25
年
１
月
４
日
㈮

受
付　
午
前
８
時
30
分
～

式
典　
午
前
10
時
～

場
所　
み
ど
り
か
い
か
ん

問
い
合
わ
せ
先

市
教
育
委
員
会
金
城
分
室

（
☎
�
１
２
３
７
）

旭
　

式
典
・
お
茶
席
・
参
加
者
全
員

で
の
記
念
撮
影
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時　
平
成
25
年
１
月
４
日
㈮

受
付　
午
前
10
時
～

式
典　
午
前
11
時
～

場
所　
旭
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
先

市
教
育
委
員
会
旭
分
室

（
☎
�
１
４
４
０
）

※　

金
城
・
旭
自
治
区
の
対
象
者

に
は
案
内
を
す
る
予
定
で
す
。

　

平
成
25
年
度
前
期
分
助
成
事
業

の
募
集
を
行
い
ま
す
。

対
象
事
業　
平
成
25
年
３
月
か
ら

平
成
26
年
３
月
に
実
施
・
完
了

す
る
事
業
で
、
地
域
文
化
の
振

興
・
芸
術
文
化
の
振
興
・
国
際

文
化
の
交
流
に
貢
献
す
る
と
認

め
ら
れ
る
民
間
団
体
に
よ
る
自

主
的
か
つ
創
造
的
事
業

※　

営
利
法
人
や
行
政
機
関
が
実

質
主
体
者
で
あ
る
団
体
は
対
象

外
で
す
。

助
成
金
額　
対
象
経
費
の
１
／
２

以
内
で
10
万
円
単
位

申
込
方
法　
助
成
申
請
書
（
本
庁

文
化
振
興
課
及
び
各
支
所
教
育

委
員
会
分
室
・
各
公
民
館
に
あ

り
ま
す
。）
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

募
集
締
切
日　
12
月
20
日
㈭

（
当
日
消
印
有
効
）

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

公
益
信
託
し
ま
ね
文
化
フ
ァ
ン

ド
事
務
局
【
〒
６
９
０
‐
８
５

０
１　

松
江
市
殿
町
１
番
地

（
☎
０
８
５
２
�
５
５
０
０
・

▢FAX
０
８
５
２
�
６
４
１
２
）】

ク
リ
ス
マ
ス
交
流
会

　

12
月
に
入
っ
て
、
サ
ン
タ
さ
ん

の
ソ
リ
の
鈴
の
音
が
聞
こ
え
る
よ

う
な
感
じ
が
し
ま
せ
ん
か
？

　

小
学
生
の
皆
さ
ん
、
ク
リ
ス
マ

ス
の
遊
び
や
歌
な
ど
を
外
国
か
ら

来
た
お
兄
さ
ん
・
お
姉
さ
ん
と

い
っ
し
ょ
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

対
象　
小
学
生

日
時　
12
月
16
日
㈰

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所　
石
見
公
民
館

申
込
先　
浜
田
国
際
交
流
協
会

定
員　
30
人

料
金　
１
０
０
円

申
込
締
切
日　
12
月
12
日
㈬

　

浜
田
国
際
交
流
協
会
で
は
、
日

本
の
年
末
年
始
を
留
学
生
の
皆
さ

ん
に
体
験
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
に
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
ホ
ー
ム

ビ
ジ
ッ
ト
を
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

　

12
月
末
か
ら
１
月
の
初
め
に
か

け
て
、
１
日
又
は
１
泊
の
予
定
で

す
。
留
学
生
を
家
庭
に
招
待
し
た

い
と
思
わ
れ
る
人
は
、
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
日　
12
月
12
日
㈬

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

浜
田
国
際
交
流
協
会　

森
川

さ
ん
（
☎
�
１
２
４
１
）

平
成
25
年
浜
田
市
成
人
式

を
開
催
し
ま
す

公
益
信
託
し
ま
ね
文
化
フ
ァ

ン
ド
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す

み
ん
な
で
国
際
交
流
を

し
て
み
ま
せ
ん
か

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
ホ
ー
ム
ビ

ジ
ッ
ト
受
入
先
家
庭
の
募
集
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大
盛
況
の
秋
季
イ
ベ
ン
ト

（
か
な
ぎ
・
あ
さ
ひ
・
み
す
み
編
）

産業まつり大賞を受賞した栃木集落

　今年も多くの地元集落から、特産品や名物
の販売がありました。また、ステージでは様々
な催しが行われ、会場は盛り上がりました。

弥栄自治区イメージキャラクター「ヤッ
ぴー」を初お披露目し、子どもたちに大
人気でした

野菜品評会で、市長賞（大根）を受賞
した田野島貴美子さんもちまきも盛大に行われました

　今年も、のどぐろでだし汁をとったＢＢ大鍋が、来場者
に振る舞われました。また、ステージでは石見神楽や
よさこいなどが行われ、来場者は祭りを楽しみました。
Ｂ
Ｂ
大
鍋
に
は
、
長
蛇
の
列
が
で
き
ま
し
た 県立大学生によるヒップホップダンス

大にぎわいの市民の店

　今年のさざんか祭りは25回目の記念大会として、新企画・
記念イベントを実施。２日間で約6,800人の来場があり、各
出店会場は、にぎわいを見せました。

福西崇史さん（元サッカー日本代表）によ
る記念講演とスポーツ教室

金城６地域の地区まちづくり委員会による農産物
や特産品バザーなど大盛況でした

町内事業所などの展示会

ま ち の 　 わ だ い ♥Town Topicsま ち の 　 わ だ い

大
盛
況
の
秋
季
イ
ベ
ン
ト

（
は
ま
だ
・
か
な
ぎ
・
や
さ
か
編
）

はまだ
11月3日㈷

BB大鍋フェスティバル２０１２
（浜田漁港周辺特設会場）

かなぎ
11月3日㈷・4日㈰

第２５回さざんか祭り
（ふれあいジム・かなぎ）

やさか
11月３日㈷

第２５回弥栄産業まつり
（市役所弥栄支所前イベント広場）
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　10月27日㈯、「今市ハッピーハロウィン」が旭センター周辺
で行われました。ハロウィンは、西洋で秋の収穫を祝い悪霊を
追い出すお祭りのことで、子どもたちは、工夫をこらしたコス
チュームを身に着け、大きな袋を持ってパレードに出発。 秘
密の言葉「トリック・オア・トリート！（お菓子をくれないと
いたずらしちゃうぞ）」の掛け声と共に、お菓子をもらいに街
を訪ね歩きました。当日は、約200人の親子が交流を深め、袋いっ
ぱいのお菓子を手にした子どもたちは「楽しかったね」と満足
な笑みを浮かべていました。

　10月28日㈰、「室谷の棚田まつり」が三隅町室谷地区で開催
されました。日本の棚田百選に選定されたことをきっかけに始
まったこの祭りも、今年で12回目を迎えます。
　当日は、室谷地区で作られた棚田米を使った餅つきコンテス
トや棚田米すくいがありました。お昼には、地元素材にこだわっ
た「むろだに会席膳」が用意され、参加者は実りの秋を味わい
ました。また、棚田写真コンテストや棚田散策会・田ばやし・
石見神楽の上演など様々な催しが行われ、食や文化を満喫した
１日となりました。

　11月４日㈰、島根県総合防災訓練が三隅港臨海工業団地で実
施されました。訓練は「浜田市沖合又は沿岸でマグニチュード
7.3の地震が発生し、10分後に約３ｍの津波襲来や建物倒壊な
どの地震被害が発生した」との想定で、防災関係機関や各種団
体、地域住民など総勢約800人が参加しました。
　避難訓練では、岡見小学校の児童が校外学習中に地震が発生
したとの想定で、海を見下ろす高台まで駆け上がりました。
　このほか、倒壊建物からの救出訓練やトリアージ訓練、火災
の初期消火訓練などが行われ、万一の大規模災害に備えました。

餅つきコンテストで餅を丸める参加者

お菓子やジュースを手にする子どもたち

　10月28日㈰、第６回小学校フットサル石見交流選手権大会「Ｙ
ＡＳＡＫＡカップ」がフットサルやさか競技場で行われました。
　この日は、石見地方の各所から16チームが参加。途中、強い
雨が降る場面もありましたが、参加した選手たちはボールに集
中し、白熱した試合を展開しました。優勝は、益田市の「ＦＣ
ボア益田」で、浜田市内の各チームも健闘しました。
　前日には記念植樹や自然観察を行い、当日は選手全員で木工
学習の体験を行うなど、弥栄の自然を満喫し、フットサル以外
でも交流を深めていました。雨で滑る足元を気にせず全力でプレイしました

初期消火訓練でバケツリレーをする児童と地域住民

ま ち の 　 わ だ いま ち の 　 わ だ い♥Town Topics

津波を想定した訓練を実施
～ 島根県総合防災訓練 ～

白熱！ＹＡＳＡＫＡカップ
～ 第６回小学校フットサル石見交流選手権大会 ～

やさか

実りの秋と伝統文化を堪能
～ 室谷の棚田まつり ～

みすみ

素敵な仮装で大にぎわい
～ 今市ハッピーハロウィン ～

あさひ
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　10月27日㈯、「パパとママのコミュニケーション講座」が子
育て支援センターで開催されました。
　この講座は、鳥取大学医学部准教授の高

た か

塚
つ か

人
ひ と

志
し

さんを講師に
迎え、すてきな夫婦・親子の関係作りについて学びました。
　この日は、子育て中の夫婦など19人が参加。講師から「コミュニ
ケーションは、お互いの考えや気持ちを理解しあうこと。相手
に対して、関心を持つことが大切」と話しをされ、参加者は「相手
の心の声を聴けるよう頑張りたい」「人との関わりを大切にし
たい」など、コミュニケーションの大切さを感じていました。

　10月21日㈰、「やさかええとこ歩き」が弥栄町小坂集落と小
熊集落で行われました。これは、市内外の人を対象に各集落内
の散策や様々な体験活動を行うもので「弥栄ええとこ歩き実行
委員会」が主催。小坂集落では、小松ファームでの農業体験や
焼き米作りを体験し、小熊集落では、見晴らし台からの景色を
堪能したり、つるし柿作りをしたりしました。昼食では、各集
落とも「地元のご馳走」でもてなし、参加者から「集落の皆さ
んのおもてなしが温かかった」との感想が聞かれました。「え
えとこ歩き」は、今後も弥栄の各所で開催される予定です。

講師の話を熱心に聴く参加者

見晴らし台からの眺めは、絶景です（小熊集落）

　10月20日㈯、「きた！きた！湯が木田！旭温泉‼」が旭温泉
で開催されました。現在の泉源は、年々進む湧出の減少と湯温
の低下が心配されたため、市が新泉源を掘削し昨年末に新たな
泉源を掘り当てました。
　温泉組合では、12月の新泉源の本格供給を前に、いち早く地
域の皆さんに入浴してほしいと、新泉源を祝うイベントを企画。
当日は、各温泉施設で新源泉のお試し入浴や梨の早食い・皮む
き競争・豪華賞品が当たる抽選会など盛りだくさんの催しが行
われ、大勢の来場者でにぎわいました。

　10月14日㈰、アクアみすみ開館15周年と三隅B＆G海洋セン
ター開館30周年を記念したイベントが、アクアみすみで開催さ
れました。特別ゲストとしてロンドンオリンピック競泳銅メダ
リストの寺川綾選手が招かれ、約400人の来場者は、メダリス
トのトレーニング方法や模範泳法に見入っていました。　また、
寺川選手からメダルラッシュで沸いた日本競泳陣の絆について
の話やワンポイントレッスンなどの指導があり、参加者は、水
泳を通して、運動の楽しさや健康の大切さを改めて実感できた
貴重な体験になりました。熱心に指導する寺川選手

大迫力の県立大学生のダンスに圧倒される観衆

ま ち の 　 わ だ い ♥Town Topicsま ち の 　 わ だ い

あなたが輝けば家族も輝く
～ パパとママのコミュニケーション講座 ～

オリンピックメダリストがやってきた！
～ アクアみすみ開館15周年イベント ～

やさか

旭の山里に新泉源
～ きた！きた！湯が木田！旭温泉‼ ～

あさひ

地域の活力を再発見！
～ やさかええとこ歩き ～

みすみ
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　10月７日㈰、「第24回弥栄スポーツ大会」が弥栄自治区の各
会場で行われました。この大会は、参加者が体力に応じたスポー
ツを楽しむことができるということで、毎年多くの参加があり、
今年も自治区人口の１／３にあたる約500人が参加しました。
　ファミリーバドミントンやビーチボールバレーなどの６種目
の競技が行われ、中でも、ソフトボール・ゲートボールは、競
技性が高く、熱い試合になりました。また、個人で参加が可能
なシャフルボードやグラウンドゴルフは、子どもから高齢者ま
で、年齢に関係なく自分のペースで楽しんでいました。

　10月７日㈰、学校統合に伴い、今年度で閉校になる木田小学
校で、学校と地域の最後の合同運動会が開催されました。
　この日は、全校児童8人と地域住民約130人が参加。「木田っ
子パワーで最高の運動会にしよう！」をスローガンに、リレー
や玉入れなどの多彩な種目が繰り広げられ、会場は歓声に包ま
れました。
　最後の運動会を記念し参加者全員で、校舎を背景にした記念撮
影や風船飛ばしを行い、閉校する学校との別れを惜しみました。

　10月19日㈮、「まちづくり講演会」がふれあい会館で行われ
ました。東京農業大学講師の川嶋舟

しゅう

さんを講師に迎え、「動物
とまちづくり、馬のもつ可能性」と題して、かなぎウエスタン
ライディングパークを魅力的な施設にするための地域の人の関
わり方や、馬に接することで得られる様々な効果について講演
がありました。川嶋さんは、「馬に乗るだけではなく、まずは
見ること・触れ合うこと・世話をすることでコミュニケーショ
ン形成にもつながる」と説明。この日、参加した約140人は、
講師の話に熱心に耳を傾けていました。

木造校舎の前で参加者全員による記念撮影

高らかに選手宣誓！

　10月19日㈮、指定文化財説明板の清掃活動が国府地区で行わ
れました。
　これは、浜田市退職者会が、昨年の東日本大震災で教えられ
た郷土愛の大切さを、文化財を通して市民と共に再認識するこ
とを目的に行われました。今回は、会員20人が参加。国府地区
内の文化財「石見畳ケ浦」「石見国分寺跡」など４か所で実施
しました。参加者は、説明板や誘導表示の拭き掃除・周辺のご
み拾いなどをして、清掃活動に汗を流していました。
　今後この活動は、各自治区内の文化財でも行われます。汚れていた説明板が、きれいになりました

馬の魅力について講演する川嶋舟さん

ま ち の 　 わ だ いま ち の 　 わ だ い♥Town Topics

馬の持つ力について学ぶ
～ 今福連合自治協議会 まちづくり講演会 ～

かなぎ

郷土愛の大切さを再認識
～ 指定文化財説明板の清掃活動 ～

はまだ

最後の運動会を思い出に刻む
～ 「木田小学校ありがとう」運動会 ～

あさひ

自治区民１／３の参加率
～ 第24回弥栄スポーツ大会 ～

やさか
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☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

浜田図書館（☎�０４８０）
○開館時間
　月～金　午前９時～午後７時
　土・日　午前９時～午後５時
○12月の休館日　１５日㈯・２３日㈷・24日（振）・
　　　　　　　　28日㈮～平成25年１月３日㈭

金城図書館（☎�１８２３）
○開館時間
　月～土　午前９時～午後５時
　　日　　午前９時～正午
○12月の休館日　15日㈯・23日㈷・24日（振）・
　　　　　　　　　　　　　　２９日㈯～平成２5年１月４日㈮

旭図書館（☎�１４４０）
○開館時間
　午前９時～午後５時
　（第１・第３日曜日は午後４時～６時）
○12月の休館日　日曜日及び祝日・15日㈯・
　　　　　　　　　　　　　　２９日㈯～平成２5年１月５日㈯

臨
時
休
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の
お
知
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こ
ん
に
ち
は
。
第
13
回
海
遊
祭
実

行
委
員
会
委
員
長
の
川
田
脩
平
で
す
。

　

初
め
に
、
海
遊
祭
に
ご
協
力
い
た

だ
い
た
皆
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
海
遊
祭
実
行
委

員
一
同
、
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
皆
さ
ん
の
協
力
も
あ
り
、
大
成

功
と
な
り
ま
し
た
。

　

共
に
海
遊
祭
を
成
功
さ
せ
た
実
行

委
員
と
の
思
い
出
は
私
に
と
っ
て
、

一
生
の
宝
物
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
地
域
の
皆
さ
ん
や
協
賛
し
て
く

れ
た
企
業
・
大
学
職
員
に
支
え
ら
れ
、

海
遊
祭
が
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を

実
感
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
海
遊
祭
実
行
委
員
会
は
、

皆
さ
ん
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
、
来
年

度
も
活
動
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
来
年
度
も
ご
協
力
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

10
月
13
日
㈯
に
行
わ
れ
た
第
９
回

島
根
県
立
大
学
運
動
会
に
参
加
し
て

い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
協
力
の

お
か
げ
で
、
今
年
の
運
動
会
も
大
成

功
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

経
験
者
が
少
な
い
今
年
の
運
動
会

実
行
委
員
会
は
、
当
日
を
迎
え
る
ま

で
、
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
昨

年
の
運
動
会
は
、
雨
天
の
開
催
と
な

り
、
初
の
体
育
館
で
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
が
、
今
年
は
天
候
に
も
恵
ま

れ
、
さ
ら
に
多
く
の
学
生
や
市
民
の

皆
さ
ん
に
参
加
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

運
動
会
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員
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、
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生
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民
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て
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加
し
、
さ
ら
に
、
自
ら
の
視
野

も
広
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

島
根
県
立
大
学
運
動
会
は
、
来
年

で
10
周
年
を
迎
え
ま
す
。「
地
域
に

根
ざ
し
、
地
域
に
貢
献
す
る
」
と
い

う
島
根
県
立
大
学
の
コ
ン
セ
プ
ト
に

あ
る
よ
う
に
、
私
た
ち
、
運
動
会
実

行
委
員
会
は
、
今
後
も
市
民
の
皆
さ

ん
と
学
生
の
交
流
の
場
と
し
て
、
運

動
会
を
有
意
義
な
も
の
に
し
て
い
き

ま
す
。

　

最
後
に
、
第
９
回
島
根
県
立
大
学

運
動
会
に
協
賛
し
て
く
れ
た
各
企
業

や
大
学
関
係
者
、
そ
し
て
、
参
加
し

た
市
民
・
学
生
の
皆
さ
ん
に
、
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。今
後
と
も
、

島
根
県
立
大
学
運
動
会
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

コミュニティプラザにて

「ヤスパース『原爆と人間の将来』を読む」
12月12日㈬　午後６時15分～７時45分

講師　村井洋先生（浜田キャンパス　教授）

場所　島根県立大学講義・研究棟　中講義室３

　今年度の公開講座は、今回で終了です。来年度は、
平成25年６月から講座を開始する予定です。

問い合わせ先
　地域連携推進室　
（☎�２３９６）

「未来ゆめ基金」に協力をお願いします
　県立大学では、教育の一層の充実を図るため、「島
根県立大学未来ゆめ基金」を設置し、この基金の趣
旨に賛同していただける個人・法人・団体などから
寄附を募ることにしました。
　この基金は、学生の海外研修及び海外留学に対す
る支援や、地域貢献活動に対する支援などに有効に
活用します。
　寄附の方法などを記載したパンフレットを市役所
地域政策課や各支所自治振興課に置いています。ま
た、県立大学に連絡をいただければ、直接郵送します。
　基金設置の趣旨に理解をいただき、支援をお願い
します。
※　詳しくは、県立大学ホームページで閲覧できま
す。ご不明な点は、お問い合わせください。

問い合わせ先　企画財務課（☎�２２１８）
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vol.110
～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://hamada.u-shimane.ac.jp

公開講座のご案内

海
遊
祭
お
礼

海
遊
祭
実
行
委
員
会
委
員
長

川
田
脩
平
（
２
年
）

運
動
会
お
礼

運
動
会
実
行
委
員
会
委
員
長

山
本
陽
介
（
３
年
）

未来ゆめ基金のお知らせ
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石本正「鶏頭」（1974年）

　

石
正
美
術
館
本
館
で
は
、
企
画
展

「
石
本
正　

画
業
の
変
遷
」
を
開
催

し
ま
す
。

　

画
業
70
年
余
、
絵
一
筋
で
生
き
て

き
た
日
本
画
家
・
石
本
正
（
92
歳
・

三
隅
町
出
身
）。

　

石
本
は
こ
れ
ま
で
に
女
性
や
、鳥
・

花
・
風
景
な
ど
、
様
々
な
も
の
を
対

象
に
絵
を
描
い
て
き
ま
し
た
。

　

本
展
で
は
、
彼
が
描
い
て
き
た
、

た
く
さ
ん
の
作
品
の
中
か
ら
、
特
に

画
家
を
魅
了
し
て
や
ま
な
い
舞
妓
や

花
な
ど
の
モ
チ
ー
フ
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
て
展
示
し
ま
す
。
一
つ
の
モ
チ

ー
フ
の
表
現
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ

て
い
っ
て
い
る
の
か
、
石
本
の
画
業

の
変
遷
を
改
め
て
検
証
し
ま
す
。

【
本
館
】
石
本
正　
画
業
の
変
遷

会
期　
12
月
８
日
㈯
～
平
成
25
年
３

月
20
日
㈷

【
新
館
】
第
３
回
石
州
和
紙
に
描
い

　
　
　
　
た
日
本
画
展

会
期　
平
成
25
年
１
月
２
日
㈬
～
３

月
20
日
㈷

料
金　

　

一
般　

５
０
０
円
（
４
０
０
円
）

　

高
大
生
３
０
０
円
（
２
４
０
円
）

　

小
中
生
２
０
０
円
（
１
６
０
円
）

※　
（　

）
内
は
団
体
料
金

※　

１
月
２
日
㈬
以
降
は
、
一
般

６
０
０
円
（
団
体
５
０
０
円
）

　今年も「石見の冬至祭り・光の回廊」を開催します。
　冬至を祝って、美術館のあちこちに、島根県在住の作家
や地元の人たちが創作した石州和紙・陶器・磁器・石器・
巨大な竹のオブジェ・かわいらしい光の器が並びます。

会期　12月８日㈯～23日㈷
夜間開館（ライトアップ）　
　12月21日㈮～23日㈷　
　午後８時まで
料金　無料

光の回廊、照明作品募集
　「石見の冬至祭り・光の回廊」の会場に展示する照明作
品を募集しています。石州和紙や竹など素材は問いません。
学校・グループでの応募も大歓迎です。
※　光源（電球など）については、事前にお問い合わせく
ださい。

問い合わせ先　石正美術館（☎�４３８８）

《本館展示室》
企画展「石本正　画業の変遷」
　　12月８日㈯～平成25年３月20日㈷

《新館展示室》
第３回石州和紙に描いた日本画展
　　平成25年１月２日㈬～３月20日㈷

《ギャラリー展示》
ありがとう井野小学校・室谷分校「思い
出の学校を描こう」展
　　12月２日㈰まで
石見の冬至祭り・光の回廊
　　12月８日㈯～23日㈷

《イベント情報》
年賀状を作ろう！
講師　坂口みどりさん

（日本絵手紙協会公認講師）
　　12月１日㈯　午後１時～３時
光の回廊ライトアップ（夜間開館）
　　12月21日㈮～23日㈷　午後８時まで
しめ縄づくり
　　12月22日㈯　午後１時～４時
休館日のお知らせ
　展示替え　12月３日㈪～７日㈮
　年末年始　12月24日（振）～１月１日㈷

有

料

広

告

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

企
画
展
の
お
知
ら
せ

◎石見の冬至祭り・光の回廊
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☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

　

世
界
こ
ど
も
美
術
館
で
は
、
現
在

『
お
も
し
ろ
木
の
お
も
ち
ゃ
展
～
松

島
洋
一
＆
お
も
ち
ゃ
デ
ザ
イ
ナ
ー
６

人
～
』
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の

展
覧
会
は
、
ぬ
く
も
り
の
あ
る
木
の

造
形
作
品
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る

内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

木
の
お
も
ち
ゃ
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
松

島
洋
一
さ
ん
の
ユ
ニ
ー
ク
な
作
品
約

30
点
の
中
に
は
、
パ
ズ
ル
な
ど
ゲ
ー

ム
性
の
あ
る
作
品
や
“
た
た
く
”“
飛

ば
す
”
な
ど
身
体
の
感
覚
や
力
加
減

に
こ
だ
わ
っ
た
作
品
が
数
多
く
あ
り

ま
す
。
ま
た
現
在
活
躍
中
の
６
人
の

作
家
た
ち
の
作
品
で
は
、
磁
石
を

使
っ
た
作
品
や
ハ
ン
ド
ル
を
回
す
と

ユ
ー
モ
ラ
ス
な
動
き
を
繰
り
返
す

オ
ー
ト
マ
タ
作
品（
か
ら
く
り
作
品
）

な
ど
が
登
場
し
て
い
ま
す
。

　

作
品
の
ほ
と
ん
ど
は
、
実
際
に
さ

わ
っ
て
体
験
す
る
こ
と
の
で
き
る
内

容
に
な
っ
て
い
ま
す
。
木
を
使
っ
た

独
創
的
な
作
品
の
数
々
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
展
覧
会
で
す
の
で
、
お

誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ご
来
館
く
だ
さ

い
。

会
期　
12
月
１
日
㈯
～
平
成
25
年
１

月
14
日
㈷

料
金

　

一
般　

３
０
０
円
（
２
０
０
円
）

　

高
大
生
２
０
０
円
（
１
０
０
円
）

　

小
中
生
１
０
０
円
（
５
０
円
）

※　
（　

）
内
は
団
体
料
金
。

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

※　

時
間
は
、
い
ず
れ
の
活
動
も
午

後
１
時
か
ら
４
時
ま
で
。
参
加
受

付
は
、
当
日
午
後
１
時
か
ら
３
時

30
分
ま
で
に
１
階
創
作
室
に
て
。

※　

材
料
が
無
く
な
り
次
第
終
了
し

ま
す
。

《
木
人
を
つ
く
ろ
う
》

　

い
ろ
い
ろ
な
形
や
大
き
さ
の
木
片

を
組
み
合
わ
せ
て
木
人
を
作
ろ
う
。

◎
12
月
１
日
㈯

●
参
加
費　
１
人
３
０
０
円

●
講
師　
樋
口
一
成
さ
ん

《
箸
を
つ
く
ろ
う
》

　

杉
の
木
を
削
っ
て
箸
を
作
ろ
う
。

◎
12
月
２
日
㈰

●
参
加
費　
１
人
１
０
０
円

●
講
師　
島
根
県
西
部
山
村
振
興
財

団
の
皆
さ
ん

《
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
づ
く
り
》

　

木
の
実
で
、
す
て
き
な
ク
リ
ス
マ

ス
リ
ー
ス
を
作
ろ
う
。

◎
12
月
８
日
㈯
・
９
日
㈰

●
参
加
費　
１
人
３
０
０
円

●
講
師　
梶
目
喜
美
江
さ
ん

《
ガ
リ
ガ
リ
と
ん
ぼ
》

　

木
の
棒
に
切
り
目
を
入
れ
て
ガ
リ

ガ
リ
動
く
と
ん
ぼ
を
作
っ
て
遊
ぼ
う
。

◎
12
月
15
日
㈯

●
参
加
費　
１
人
１
０
０
円

12
月
の
休
館
日

月
曜
日　
３
日
・
10
日
・
17
日

振
替
日　
25
日
㈫

年
末
年
始　
28
日
㈮
～
平
成
25

年
１
月
１
日
㈷

松島洋一さんの作品

オートマタ作品

●
講
師　
キ
ョ
ー
ワ
㈱
の
皆
さ
ん

《
木
の
板
に
か
わ
い
い
刺
し
ゅ
う
を

し
よ
う
！
》

　

45
×
80
㎜
の
板
に
穴
を
開
け
、
刺

し
ゅ
う
糸
で
絵
を
描
こ
う
。

◎
12
月
16
日
㈰

●
参
加
費　
１
人
２
０
０
円

●
講
師　
加
藤
克
俊
さ
ん

《
木
の
ブ
ロ
ッ
ク
人
形
》

　

木
片
と
ゴ
ム
を
組
み
合
わ
せ
て
、

人
形
を
作
っ
て
遊
ぼ
う
。

◎
12
月
22
日
㈯

●
参
加
費　
１
人
３
０
０
円

《
フ
リ
ー
ス
ロ
ー
人
形
》

　

小
さ
な
玉
を
投
げ
る
人
形
を
作
ろ

う
。
的
当
て
ゲ
ー
ム
で
遊
べ
る
よ
。

◎
12
月
23
日
㈷

●
定
員　
先
着
30
人

●
参
加
費　
１
人
３
０
０
円

●
講
師　
松
島
洋
一
さ
ん

《
ス
ネ
ー
ク
ボ
ー
ド
》

　

来
年
の
干
支
ヘ
ビ
の
形
を
し
た
板

に
、
絵
の
具
を
塗
っ
て
ク
リ
ッ
プ

ボ
ー
ド
を
作
ろ
う
。

◎
12
月
24
日
（振）

●
参
加
費　
１
人
２
０
０
円

月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館
浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…http://hamada-kodomo.art.coocan.jp

vol.192

有

料

広

告

『
お
も
し
ろ
木
の
お
も
ち
ゃ

展
』
開
催
！

12
月
の
イ
ベ
ン
ト
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一
般
財
団
法
人
セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ

ン
記
念
財
団
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
の

募
金
を
も
と
に
、
環
境
活
動
団
体
を

支
援
し
ま
す
。

地
球
温
暖
化
対
策
助
成

対
象　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
任
意
団
体
・

一
般
社
団
法
人

助
成
金
額

　

１
団
体
あ
た
り
上
限
１
５
０
万
円

期
間　
原
則
３
年
間
継
続

活
動
助
成

対
象　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
任
意
団
体
・

一
般
社
団
法
人

助
成
金
額　
上
限
な
し

期
間　
１
年
間

自
立
事
業
助
成

対
象　
「
環
境
の
保
全
を
図
る
活
動
」

が
活
動
分
野
と
し
て
認
証
さ
れ
、

か
つ
３
年
以
上
の
活
動
実
績
が
あ

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
（
２
０
１
０
年
２

月
末
日
以
前
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
格
を

取
得
し
て
い
る
団
体
）

助
成
金
額

　

１
団
体
あ
た
り
上
限
４
４
０
万
円

期
間　
原
則
３
年
間
継
続

広
域
連
携
促
進
助
成

対
象　
「
環
境
の
保
全
を
図
る
活
動
」

が
活
動
分
野
と
し
て
認
証
さ
れ
て

い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
又
は
一
般
社
団

法
人
が
代
表
と
な
り
、
複
数
の
団

体
で
構
成
さ
れ
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム

助
成
金
額　
１
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
あ
た

り
上
限
２
０
０
万
円

期
間　
原
則
２
年
間
継
続

清
掃
助
成

対
象　
年
間
を
通
じ
て
定
期
的
に
清

掃
活
動
を
行
っ
て
い
る
市
民
団
体

助
成
金
額

　

１
団
体
あ
た
り
上
限
20
万
円

期
間　
１
年
間

植
花
助
成

対
象　
会
員
名
簿
や
年
度
ご
と
の
収

支
報
告
な
ど
が
あ
り
、
継
続
的
・

組
織
的
に
活
動
を
行
っ
て
い
る
市

民
団
体

助
成
金
額

　

１
団
体
あ
た
り
上
限
30
万
円

期
間　
１
年
間

各
種
助
成
の
共
通
事
項

募
集
期
間　
12
月
１
日
㈯
～
平
成
25

年
１
月
31
日
㈭（
当
日
消
印
有
効
）

助
成
対
象
活
動
期
間

平
成
25
年
３
月
１
日
㈮
～
平
成
26

年
２
月
28
日
㈮

応
募
方
法　
申
請
書
（
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

に
必
要
事
項
を
記
入
し
添
付
書
類

を
同
封
の
上
、
送
付
し
て
く
だ
さ

い
。

http://w
w
w
.7m

idori.org/josei/

※　

詳
し
く
は
、
セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ

ン
記
念
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲

覧
で
き
ま
す
。
ご
不
明
な
点
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

応
・
問　
一
般
社
団
法
人
セ
ブ
ン
‐

イ
レ
ブ
ン
記
念
財
団
【
〒
１
０
２

‐
８
４
５
５　

東
京
都
千
代
田
区

　

二
番
町
８
‐
８
（
☎
０
３
‐
６
２

　

３
８
‐
３
８
７
２
・
▢ＦＡＸ
０
３
‐
３

　

２
６
１
‐
２
５
１
３
）】

Em
ail:oubo.13b@

.7m
idori.org

　

全
国
か
ら
参
加
す
る
友
達
と
の
交

流
体
験
・
野
外
活
動
体
験
（
か
ま
く

ら
設
営
＆
宿
泊
体
験
）・
冬
の
ス
ポ
ー

ツ
体
験
（
カ
ー
リ
ン
グ
・
歩
く
ス

キ
ー
・
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
）・
冬
の
動

物
観
察
（
旭
山
動
物
園
・
タ
ン
チ
ョ

ウ
の
里
）・
ア
イ
ヌ
民
族
へ
の
訪
問

な
ど
を
行
い
ま
す
。

対
象　
小
学
校
２
年
生
～
６
年
生

日　
12
月
25
日
㈫
～
31
日
㈪

場　
北
海
道
一
周

定　
先
着
20
人

参
加
費　
出
発
空
港
に
よ
り
異
な
り

ま
す
。

申
込
締
切
日　
12
月
10
日
㈪

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
㈶
国
際
青
少
年
研
修
協
会

（
☎
０
３
‐
６
４
５
９
‐
４
６
６

１
・
▢ＦＡＸ
０
３
‐
６
４
５
９
‐
４
６

３
３
）

Em
ail:info@

kskk.or.jp
http://w

w
w
.kskk.or.jp/

日　
平
成
25
年
１
月
20
日
㈰

場　
第
四
中
学
校
校
庭
ス
タ
ー
ト
～

第
四
中
学
校
校
庭
ゴ
ー
ル

参
加
区
分　
男
子
１
部
＝
中
学
校
・

まちかど
　　　伝言板

募
　

集

有

料

広

告

セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン

み
ど
り
の
基
金
助
成
団
体

ち
び
っ
こ
冒
険
学
校

冬
の
北
海
道
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
参
加
者

第
50
回
浜
田
市
駅
伝
競
走

大
会
参
加
チ
ー
ム
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２
部
＝
高
等
学
校
・
３
部
＝
職
域

（
同
一
職
場
で
構
成
）・
４
部
＝

同
好
会

女
子
１
部
＝
中
学
校
・
２
部
＝
一

般
・
高
等
学
校

チ
ー
ム
編
成　
監
督
１
人
・
選
手
５

人
・
補
員
２
人

※　

小
学
生
の
参
加
は
、
で
き
ま
せ

ん
。

料　
１
チ
ー
ム
７
、
０
０
０
円
（
中

学
校
・
高
等
学
校
チ
ー
ム
は
３
、

０
０
０
円
）

申
込
締
切
日　
12
月
18
日
㈫
必
着

申
込
方
法　
市
陸
上
競
技
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
書
を
ダ
ウ
ン

　

ロ
ー
ド
し
、
メ
ー
ル
で
申
し
込
ん

　

で
く
だ
さ
い
。
あ
わ
せ
て
、
参
加

料
を
郵
便
振
替
で
締
切
日
ま
で
に

振
り
込
ん
で
く
だ
さ
い
（
口
座
番

号
０
１
３
６
０
‐
５
‐
７
２
９
４

　

５
浜
田
市
陸
上
競
技
協
会
）。

http://w
w
w
16.ocn.ne.jp/~ha

m
ariku/

申
・
問　
浜
田
市
消
防
本
部
内　

浜

田
市
陸
上
競
技
協
会
事
務
局　

斎

藤
博
之
さ
ん
（
☎
�
０
１
１
９
）

　

地
域
の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
、
今

回
で
37
回
目
を
迎
え
ま
す
。
毎
年
出

演
団
体
が
増
え
て
き
て
い
る
た
め
、

今
回
は
応
募
団
体
の
中
か
ら
、
選
考

会
を
行
い
概
ね
12
団
体
を
選
出
し
出

演
し
て
も
ら
う
計
画
と
し
て
い
ま
す
。

日　
平
成
25
年
５
月
12
日
㈰

　

午
後
１
時
～
５
時
（
予
定
）

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

申
込
締
切
日

　

平
成
25
年
１
月
11
日
㈮

申
込
方
法　
出
演
団
体
名
・
出
演
内

容
・
上
演
所
要
時
間
・
日
頃
の
活

動
状
況
・
代
表
者
名
・
連
絡
先
（
住

所
・
電
話
番
号
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
又

は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）
を
記
入
の

上
、
郵
送
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

１
月
下
旬
に
選
考
会
を
開
催
し
、

応
募
者
の
皆
さ
ん
へ
は
、
１
月
末

頃
に
選
考
結
果
を
通
知
し
ま
す
。

申
・
問　
浜
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　

事
務
局
【
〒
６
９
７
‐
０
０
２
７

　

殿
町
１
２
４
‐
２
（
☎
�
３
７
５

　

９
・
▢ＦＡＸ
�
７
７
２
７
）】

E
m
a
il:h

a
m
a
d
a
lc@

cro
n
o
s.

ocn.ne.jp

　
「
し
ま
ね
縁
結
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

協
議
会
」
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

縁
結
び
活
動
を
し
て
も
ら
え
る
「
島

根
は
っ
ぴ
ぃ
こ
ー
で
ぃ
ね
ー
た
ー
」

（
愛
称
：
は
ぴ
こ
）
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

あ
な
た
の
「
経
験
」
や
「
縁
」
を

い
か
し
て
、
縁
結
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

「
は
ぴ
こ
」
と
は
？

　

独
身
者
か
ら
の
縁
結
び
相
談
に
応

じ
、
出
会
い
の
機
会
を
提
供
す
る
な

ど
、
結
婚
を
望
む
男
女
の
縁
結
び
を

応
援
す
る
も
の
で
す
。

活
動
内
容

・
相
談
者
の
相
手
を
見
つ
け
紹
介
す

る
・
両
者
を
引
き
合
わ
せ
る
出
会
い
の

機
会
を
提
供
す
る

・
出
会
い
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
紹
介

す
る　

な
ど

活
動
費
用　
縁
結
び
活
動
の
報
酬
は

あ
り
ま
せ
ん
。
縁
結
び
活
動
に
要

す
る
費
用
は
、「
は
ぴ
こ
」
の
負

担
と
な
り
ま
す
。

応
募
要
件　
県
内
に
住
居
を
有
す
る

人
で
、
次
の
２
点
に
同
意
す
る
人

で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
応
募
で
き

ま
す
。
な
お
、
登
録
に
あ
た
っ
て

は
、
縁
結
び
活
動
に
対
す
る
考
え

方
な
ど
を
確
認
し
ま
す
。

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
縁
結
び
活
動
を

行
う
旨
の
宣
言
書
を
提
出
す
る
こ

と
②
一
定
の
個
人
情
報
（
氏
名
、住
所
、

連
絡
先
、
写
真
、
自
己
Ｐ
Ｒ
な
ど
）

が
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

紹
介
さ
れ
る
こ
と
に
了
承
す
る
こ

と
応
募
方
法　
事
業
の
趣
旨
を
理
解
し

て
い
た
だ
き
、
電
話
で
応
募
し
て

く
だ
さ
い
。

応
・
問　
県
青
少
年
家
庭
課
少
子
化

　

対
策
推
進
室
（
☎
０
８
５
２
�
５

　

３
０
２
・
▢ＦＡＸ
０
８
５
２
�
６
０
４

　

５
）

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
浜
っ
子
作
業
所
で

は
、
障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず

家
庭
や
地
域
で
生
活
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
障

が
い
者
（
児
）
の
自
立
と
社
会
参
加

の
促
進
を
図
る
た
め
、
ス
ケ
ー
ト
教

室
を
開
催
し
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
の
心
身
障
が
い
者

（
児
）

期
間　
12
月
７
日
㈮
～
平
成
25
年
３

月
15
日
㈮
ま
で
の
毎
週
金
曜
日

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

※　

日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

場　
サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
田

申
・
問　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
浜
っ
子
作
業

所
（
☎
�
２
８
２
４
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

有

料

広

告

第
37
回
石
央
ふ
れ
あ
い

余
芸
大
会
参
加
者

縁
結
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

島
根
は
っ
ぴ
ぃ

こ
ー
で
ぃ
ね
ー
た
ー

障
が
い
者
（
児
）

ス
ポ
ー
ツ
教
室

教
室
・
講
座
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陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

　

将
来
、
陸
上
自
衛
隊
で
、
高
機
能

化
・
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
た
装
備
品
を

駆
使
・
運
用
す
る
と
と
も
に
、
国
際

社
会
に
お
い
て
も
自
信
を
持
っ
て
対

応
で
き
る
自
衛
官
と
な
る
人
を
養
成

す
る
た
め
に
、
中
学
校
卒
業
者
な
ど

を
対
象
に
採
用
す
る
制
度
で
す
。

申
込
締
切
日

　

平
成
25
年
１
月
７
日
㈪
必
着

応
募
資
格　
平
成
25
年
４
月
１
日
現

在
、
15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
男
子

で
、
中
学
校
卒
業
者
又
は
中
等
教

育
学
校
の
前
期
課
程
修
了
者
（
平

成
25
年
３
月
に
卒
業
、
前
期
課
程

修
了
見
込
み
の
人
を
含
む
。）

第
１
次
試
験

　

平
成
25
年
１
月
19
日
㈯

試
験
会
場　
浜
田
合
同
庁
舎

問　
自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部
浜

田
出
張
所
（
☎
�
１
３
３
４
）

http://w
w
w
.m

od.go.jp/pco/
shim

ane/

　

は
が
き
や
Ａ
３
サ
イ
ズ
の
紙
漉
き
、

植
物
染
料
に
よ
る
つ
け
染
め
体
験
の

ほ
か
、
和
紙
の
糸
で
の
機は

た

織お

り
体
験

や
、
和
紙
の
は
た
き
作
り
な
ど
の
体

験
を
行
い
ま
す
。

日　
12
月
２
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

場　
石
州
和
紙
会
館
工
房

定　
紙し

布ふ

織
り
の
み
、
午
前
午
後
各

４
人
ま
で
で
す
。

料　
は
が
き
判
（
２
枚
）
２
５
０
円

　

Ａ
３
判　
　

（
１
枚
）
６
０
０
円

　

つ
け
染
め　

（
１
枚
）
５
０
０
円

　

紙
布
織
り　
　
　

１
、
０
０
０
円

　

和
紙
の
は
た
き　
　
　

５
０
０
円

※　

入
館
は
無
料
で
、
申
込
み
は
い

り
ま
せ
ん
。

問　
石
州
和
紙
会
館

（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
４
１
７
０
）

　

浜
田
水
産
高
等
学
校
に
よ
る
新
巻

鮭
・
の
ど
ぐ
ろ
の
一
夜
干
し
な
ど
の

加
工
品
の
販
売
や
、
石
狩
鍋
の
無
料

配
布
、
商
店
街
の
歳
末
大
売
り
出
し

を
行
い
ま
す
。

日　
12
月
９
日
㈰

　

午
前
11
時
～
午
後
２
時

場　
紺
屋
町
商
店
街
ふ
れ
あ
い
ロ
ー

ド
※　

売
り
切
れ
次
第
終
了
と
な
り
ま

す
。

問　
紺
屋
町
商
店
街
事
務
局　

平
日

午
前
中
（
☎
�
４
３
５
２
）

　

支
え
て
い
た
だ
い
た
多
く
の
市
民

の
皆
さ
ん
へ
感
謝
を
込
め
て
、
応
援

す
る
新
世
代
と
の
共
演
を
含
め
、
音

を
つ
む
い
で
心
の
輪
を
結
び
広
げ
る

一
体
・
共
有
の
演
奏
会
を
開
催
し
ま

す
。

日　
12
月
９
日
㈰

開
場　
午
後
１
時

開
演　
午
後
１
時
30
分

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

指
揮　
向
田
彰
・
植
田
温
司

ピ
ア
ノ　
津
茂
谷
里
香

共
演

　

石
見
智
翠
館
高
等
学
校
吹
奏
楽
部

　

浜
田
高
等
学
校
合
唱
部

島
根
県
立
大
学
ア
カ
ペ
ラ
サ
ー
ク

ル　

Y
ellow

K
ite

料　
１
、
０
０
０
円
（
学
生
以
下
無

料
）

問　
浜
田
市
民
合
唱
団
事
務
局

　

堤
満
喜
さ
ん

（
☎
０
９
０
‐
４
８
９
４
‐
１
５

８
０
）

対
象　
６
歳
以
下
の
子
ど
も
と
保
護

者
日　
12
月
16
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

場　
サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
田
ス
ポ
ー

ツ
広
場

定　
親
子
25
組

料　
１
、
０
０
０
円
（
子
ど
も
１
人

増
え
る
ご
と
に
５
０
０
円
追
加
）

※　

２
人
目
以
降
又
は
、
７
歳
以
上

の
人
の
参
加
に
つ
い
て
は
、
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

※　
「
こ
っ
こ
ろ
」
カ
ー
ド
提
示
で

割
引
し
ま
す
。

申
込
方
法　

事
前
に
、
電
話
又
は

メ
ー
ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

当
日
会
場
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

申
・
問　
㈳
島
根
県
サ
ッ
カ
ー
協
会

キ
ッ
ズ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

石
本
さ

ん
（
☎
０
９
０
‐
４
１
４
３
‐
７

　

６
８
４
）

Em
ail:m

obile_kids-ham
ada@

docom
o.ne.jp

有

料

広

告

資
格
・
試
験

自　
衛　
官

講
演
会
・
イ
ベ
ン
ト

重
要
無
形
文
化
財
石
州
半
紙

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

紙
漉す

き
・
つ
け
染
め
・

も
の
づ
く
り
体
験

こ
ん
や
ま
ち

１
日
だ
け
の
水
高
市
場

～
人
を
む
す
ぶ　
音
を
つ
む
ぐ
～

浜
田
市
民
合
唱
団

　
　
40
周
年
記
念
演
奏
会

芝
生
で
あ
そ
ぼ
！
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石
央
地
区
日
韓
親
善
協
会
で
は

“
食
”
を
と
お
し
て
、
お
隣
韓
国
の

文
化
に
触
れ
て
も
ら
お
う
と
、
今
年

も
食
文
化
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

講
師
と
韓
国
人
留
学
生
を
交
え
て
み

ん
な
で
楽
し
く
韓
国
の
家
庭
料
理
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
い
か
と
梨
の

酢
の
物
・
オ
ジ
ン
オ
ク
ク
（
辛
い
い

か
の
ス
ー
プ
）
な
ど
を
作
り
ま
す
。

日　
12
月
16
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
２
時

場　
石
見
公
民
館

講
師　
福
島
明
淑
さ
ん
（
ミ
ョ
ン
ス

ク
ハ
ン
グ
ル
友
の
会
）

定　
先
着
20
人

料　
５
０
０
円
（
材
料
代
）

※　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
な
ど
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
商
工
会
議
所
内　

石

　

央
地
区
日
韓
親
善
協
会
（
☎
�
３

　

０
２
５
・
▢ＦＡＸ
�
５
４
０
０
）

Em
ail:cci3202@

ham
ada-cci.or.jp

　

三
隅
町
岡
見
西
ノ
谷
か
ら
益
田
市

金
山
町
上か

さ
の
た
に

ノ
谷
ま
で
５
㎞
を
散
策
し

ま
す
。
江
戸
時
代
の
山
陰
道
と
旅
籠

の
風
情
。
南
北
朝
時
代
の
合
戦
と
五

輪
塔
。
時
の
彼
方
に
想
い
を
は
せ
る

冬
の
旅
で
す
。

日　
12
月
16
日
㈰
（
雨
天
中
止
）

　

午
前
９
時
～
正
午

集
合
場
所　
道
の
駅
ゆ
う
ひ
パ
ー
ク

三
隅

※　

集
合
後
、岡
見
へ
移
動
し
ま
す
。

料　
２
０
０
円
（
資
料
代
）

問　
下
村
さ
ん　

午
後
５
時
以
降

（
☎
０
９
０
‐
７
５
０
０
‐
９
６

３
７
）

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
浜
田
お
や
こ
劇
場
で

は
、「
お
や
こ
フ
ェ
ス
タ
～
お
い
し

く
楽
し
く
未
来
は
明
る
く
～
」
と
題

し
て
、
手
作
り
の
昼
ご
は
ん
や
お
や

つ
の
販
売
、
親
子
で
楽
し
め
る
遊
び

や
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
手
作
り
の
小
物

販
売
な
ど
を
行
い
ま
す
。
午
後
か
ら

は
、
Ｔ
Ａ
Ｐ　

Ｄ
Ｏ
！
「
タ
ッ
プ

ダ
ン
ス
・
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト

シ
ョ
ー
～
リ
ズ
ム
＆
コ
メ
デ
ィ
ー
」

と
題
し
て
、
プ
ロ
に
よ
る
本
格
的
な

タ
ッ
プ
ダ
ン
ス
を
、
大
人
も
子
ど
も

も
楽
し
く
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

日　
12
月
16
日
㈰

お
や
こ
フ
ェ
ス
タ

　

午
前
10
時
～
午
後
２
時

タ
ッ
プ
ダ
ン
ス
・
コ
メ
デ
ィ
ー
公
演

　

午
後
２
時
30
分
～
３
時
35
分

場　
い
わ
み
ー
る

料　
前
売
り
１
、
０
０
０
円

　

当
日
券
は
３
０
０
円
高

※　

３
歳
児
以
下
は
無
料
で
す
。

申
・
問　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
浜
田
お
や
こ

劇
場
（
☎
�
６
３
９
６
）

　

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
市
民

公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

日　
12
月
19
日
㈬

　

午
後
５
時
30
分
～
６
時
30
分

場　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
２
階
総
合

研
修
セ
ン
タ
ー

テ
ー
マ　
緩
和
ケ
ア
を
知
り
、
そ
し

て
考
え
ま
し
ょ
う

講
師　
竹
元
千
恵
さ
ん
（
浜
田
医
療

セ
ン
タ
ー
認
定
看
護
師
）

寺
戸
純
子
さ
ん
（
浜
田
医
療
セ
ン

タ
ー
認
定
看
護
師
）

問　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
０
５
０
５
）

　

昔
懐
か
し
い
歌
を
歌
い
ま
せ
ん
か
。

ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
な
ど
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

日　
12
月
22
日
㈯

　

午
後
１
時
～
３
時
30
分

場　
浜
田
公
民
館
研
修
室

料　
８
０
０
円
（
お
茶
・
お
菓
子
付
）

定　
先
着
60
人

申
込
開
始
日　
12
月
５
日
㈬
か
ら

申
込
方
法　
直
接
又
は
電
話
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
公
民
館

（
☎
�
９
３
５
８
）

テ
ー
マ　
だ
れ
も
が
住
み
慣
れ
た
町

住
み
慣
れ
た
家
で
い
つ
ま
で
も
、

こ
こ
ろ
“
豊
か
”
に
暮
ら
せ
る
地

域
社
会
実
現
を
め
ざ
し
て
！

日　
12
月
23
日
㈷

受
付　
午
後
１
時
～

講
演　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場　
い
わ
み
ー
る

演
題　
人
が
生
き
死
ぬ
こ
と
！

講
師　
垣
添
忠
生
さ
ん
（
国
立
が
ん

セ
ン
タ
ー
名
誉
総
長
）

定　
２
０
０
人

料　
無
料

問　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
と
ぽ
っ
ぽ

（
☎
�
０
１
６
０
）

　

石
央
文
化
ホ
ー
ル
で
は
新
春
、
長

谷
川
一
夫
・
市
川
右
太
衛
門
・
片
岡

千
恵
蔵
な
ど
出
演
の
懐
か
し
い
定
番

時
代
劇
作
品
を
上
映
し
ま
す
。
昔
懐

か
し
い
大
ス
タ
ー
に
よ
る
時
代
劇
を

大
い
に
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日　
平
成
25
年
１
月
４
日
㈮

上
映
映
画
名

○
銭
形
平
次
捕
物
控　

人
肌
蜘
蛛

開
演　
午
前
10
時

出
演　
長
谷
川
一
夫　

ほ
か

○
旗
本
退
屈
男

開
演　
午
後
２
時

出
演　
市
川
右
太
衛
門　

ほ
か

○
赤
穂
浪
士

開
演　
午
後
６
時

出
演　
片
岡
千
恵
蔵　

ほ
か

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

料　
１
作
品　

大
人　

５
０
０
円

　
　
　

大
学
生
以
下　

３
０
０
円

問　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

（
☎
�
２
１
０
０
）

　

新
し
い
年
を
迎
え
て
心
も
体
も
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
。
大
人
も
子
ど
も
も
み

ん
な
浜
田
公
民
館
に
集
ま
れ
。
気
持

ち
を
新
た
に
し
て
お
抹
茶
を
頂
き
ま

す
。
お
い
し
い
お
菓
子
も
用
意
し
て

い
ま
す
。

日　
平
成
25
年
１
月
６
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　
浜
田
公
民
館

定　
１
０
０
人

料　
２
０
０
円

申
込
締
切
日　
12
月
25
日
㈫

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
公
民
館

（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
９
３
５
８
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

日
韓
食
文
化
交
流
会

第
１
２
８
回
ふ
る
さ
と

歴
史
紀
行

お
や
こ
フ
ェ
ス
タ
＆

タ
ッ
プ
ダ
ン
ス
・
エ
ン
タ
ー

テ
イ
メ
ン
ト
シ
ョ
ー
公
演

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー

市
民
公
開
講
座

ク
リ
ス
マ
ス
歌
声
学
校

第
10
回
福
祉
講
演
会

新
春
映
画
上
映
会

新
春
お
茶
会
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日　
平
成
25
年
１
月
13
日
㈰

受
付　
午
前
９
時
30
分

開
始　
午
前
10
時

場　
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

料　
１
、
０
０
０
円（
弁
当
代
含
む
。）

組
合
せ　
Ａ
ク
ラ
ス
（
五
段
以
上
）・

Ｂ
ク
ラ
ス
（
三
段
以
上
）・
Ｃ
ク

ラ
ス
（
二
段
以
下
）

申
込
締
切
日　
12
月
20
日
㈭

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
日
本
棋
院
浜
田
支
部
事
務

局　

中
島
幸
久
さ
ん

（
☎
�
０
１
８
４
）

　

県
と
浜
田
は
ぴ
こ
会
で
は
、
結
婚

を
希
望
す
る
人
の
出
会
い
の
機
会
を

創
出
す
る
事
業
の
一
環
と
し
て
、
子

ど
も
に
代
わ
っ
て
親
同
士
で
お
見
合

い
を
し
、
お
互
い
の
情
報
交
換
な
ど

を
行
う
「
親
か
ら
は
じ
め
る
縁
結
び

交
流
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

対
象　
独
身
の
子
を
持
つ
親

※　

子
ど
も
本
人
が
結
婚
を
望
ん
で

い
て
、
親
が
こ
の
交
流
会
で
自
分

に
代
わ
っ
て
婚
活
す
る
こ
と
に
同

意
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

日　
平
成
25
年
２
月
17
日
㈰

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

場　
浜
田
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
プ
ラ

ザ
定　
30
人
（
男
女
各
15
人
）

料　
無
料

申
込
締
切
日

　

平
成
25
年
１
月
18
日
㈮
必
着

申
込
方
法　
申
込
用
紙
（
本
庁
定
住

対
策
課
及
び
各
支
所
自
治
振
興
課

に
あ
り
ま
す
。）
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
郵
送
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
県
青
少
年
家
庭
課
少
子
化

　

対
策
推
進
室
【
〒
６
９
０
‐
８
５

　

０
１　

松
江
市
殿
町
１
番
地
（
☎

０
８
５
２
�
５
３
０
２
・
▢ＦＡＸ
０
８

　

５
２
�
６
０
４
５
）】

親
子
で
ス
ケ
ー
ト
楽
し
み
ま
せ
ん
か

対
象　
４
歳
児
～
小
学
生
ま
で
と
そ

の
保
護
者

日　
12
月
２
日
㈰
・
16
日
㈰
・
23
日

㈷　

午
前
９
時
～
午
後
７
時

料　
１
、
５
０
０
円
（
保
護
者
１
人

と
子
ど
も
２
人
ま
で
）

申
込
方
法　
事
前
に
電
話
又
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

レ
デ
ィ
ー
ス
デ
ー

対
象　
18
歳
以
上
の
女
性

日　
12
月
１
日
㈯
～
16
日
㈰

料　
１
、
１
０
０
円

申
込
方
法　
事
前
に
電
話
又
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

氷
上
運
動
会

　

リ
ン
ク
中
央
で
、
大
玉
こ
ろ
が
し

や
宝
さ
が
し
、
イ
ス
ソ
リ
リ
レ
ー
、

輪
を
く
ぐ
っ
て
、
玉
入
れ
な
ど
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
参
加
者
全
員
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

対
象　
４
歳
～
６
歳
児

日　
12
月
16
日
㈰

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

定　
20
人

料　
無
料

※　

リ
ン
ク
内
の
温
度
は
８
度
か
ら

９
度
で
す
。
防
寒
具
を
用
意
し
て

く
だ
さ
い
。

※　

運
動
靴
・
手
袋
・
安
全
の
た
め

ヘ
ル
メ
ッ
ト
・
サ
ポ
ー
タ
ー
を
着

用
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
開
始
日　
12
月
１
日
㈯

申
込
方
法　
事
前
に
電
話
又
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

美
し
い
滑
り
は
ス
ケ
ー
ト
教
室
で

（
来
春
４
月
ま
で
）

　

本
教
室
か
ら
県
下
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
タ
ー
が
誕
生

し
て
い
ま
す
。

日　
毎
週
土
曜
日

初
級
者
ク
ラ
ス　
午
前
10
時
～
11
時

中
級
者
ク
ラ
ス　
午
前
11
時
～
正
午

料　
教
室
料
５
０
０
円

　
　

滑
走
料
５
０
０
円

　
　

貸
靴
料
４
０
０
円

※　

初
回
の
み
保
険
料
５
０
０
円

申
込
方
法　
事
前
に
電
話
又
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

カ
ー
リ
ン
グ
体
験
し
ま
せ
ん
か

日　
12
月
３
日
㈪
・
６
日
㈭
・
10
日

㈪
・
13
日
㈭
・
17
日
㈪
・
20
日
㈭
・

22
日
㈯
・
24
日
（振）
・
27
日
㈭

　

午
後
８
時
～
10
時

料　
１
人
１
、
０
０
０
円

申
込
方
法　
事
前
に
電
話
又
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

一
般
滑
走
で
き
な
い
日

日　
12
月
８
日
㈯
・
９
日
㈰
・
平
成

25
年
１
月
26
日
㈯
・
27
日
㈰

　

カ
ー
リ
ン
グ
大
会
（
観
覧
無
料
）

申
・
問　
サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
田

（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
１
３
０
０
）

　

12
月
19
日
㈬
か
ら
平
成
25
年
１
月

７
日
㈪
ま
で
は
休
ま
ず
開
館
し
ま
す
。

サ
ン
タ
を
さ
が
せ

　

ア
ク
ア
ス
の
中
に
サ
ン
タ
が
隠
れ

て
い
る
よ
！
全
部
見
つ
け
た
人
に
は

す
て
き
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

対
象　
ア
ク
ア
ス
入
館
者

日　
12
月
１
日
㈯
～
25
日
㈫

料　
無
料

休
館
日　
12
月
４
日
㈫
・
11
日
㈫
・

18
日
㈫

み
ん
な
の
知
ら
な
い
ア
ク
ア
ス
ツ

ア
ー

　

飼
育
係
の
仕
事
現
場
を
ス
タ
ッ
フ

が
解
説
し
ま
す
。

日　
12
月
１
日
㈯
～
平
成
25
年
２
月

24
日
㈰
ま
で
の
土
・
日
・
祝
日

①
午
前
11
時
～

②
午
後
１
時
30
分
～

場　
ア
ク
ア
ス
館
内

定　
各
先
着
15
人

料　
入
館
料
に
含
み
ま
す
。

申
込
方
法　
当
日
１
階
総
合
案
内
所

で
受
付
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

予
約
は
で
き
ま
せ
ん
。

日
曜
講
座

干
支
飾
り
を
作
ろ
う

　

地
元
石
見
の
和
紙
を
使
っ
て
、
来

年
の
干
支
飾
り
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

日　
12
月
16
日
㈰

　

午
前
10
時
～
正
午

場　
１
階
レ
ク
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル

定　
先
着
30
人

料　
無
料

凧
を
作
っ
て
あ
げ
よ
う
！

　

昔
な
が
ら
の
凧
を
作
っ
て
、
凧
揚

げ
を
し
て
遊
び
ま
し
ょ
う
。

日　
平
成
25
年
１
月
６
日
㈰

　

午
前
10
時
～
正
午

場　
１
階
レ
ク
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル
・
ア

ク
ア
ス
周
辺

定　
先
着
30
人

料　
無
料

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

第
１
回
浜
田
市
長
杯
争
奪

市
民
囲
碁
大
会

親
か
ら
は
じ
め
る

縁
結
び
交
流
会

サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
田
か
ら

ア
ク
ア
ス
か
ら

（
☎
㉘
３
９
０
０
）
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だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

申
し
込
め
ま
す
。

http://w
w
w
.aquas.or.jp

申
・
問　
学
習
交
流
係

（
☎
�
３
６
１
４
）

Ｕ
Ｓ
Ｐ
チ
ェ
ン
バ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ 

グ
ラ
ン
ト
ワ
特
別
演
奏
会

　

世
界
的
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
キ

ム
・
ヨ
ン
ウ
ク
が
団
長
を
務
め
る
、

韓
国
蔚う

る

山さ
ん

の
室
内
管
弦
楽
団
・
Ｕ
Ｓ

Ｐ
チ
ェ
ン
バ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
。
多

様
な
レ
パ
ー
ト
リ
ー
で
レ
ベ
ル
の
高

い
演
奏
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日　
12
月
７
日
㈮

開
場　
午
後
６
時

開
演　
午
後
６
時
30
分

場　
グ
ラ
ン
ト
ワ
大
ホ
ー
ル

料　
無
料

※　

整
理
券
が
必
要
で
す
。
グ
ラ
ン

ト
ワ
、
島
根
県
立
大
学
、
石
央
文

化
ホ
ー
ル
な
ど
で
配
布
し
て
い
ま

す
。

※　

３
歳
未
満
の
入
場
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
無
料
託
児
サ
ー
ビ
ス
を
実

施
し
ま
す
。
希
望
す
る
人
は
、
12

月
１
日
㈯
ま
で
に
電
話
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

企
画
展
「
平
成
24
年
度
国
立
美
術
館

巡
回
展　
国
立
西
洋
美
術
館
所
蔵　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
近
代
美
術
」

モ
ネ
・
ピ
カ
ソ
・
ル
ノ
ワ
ー
ル
…

咲
き
誇
る
、
巨
匠
た
ち
。

　

19
世
紀
ロ
マ
ン
主
義
の
ド
ラ
ク
ロ

ワ
か
ら
印
象
派
の
モ
ネ
や
ル
ノ
ワ
ー

ル
、
そ
し
て
20
世
紀
に
活
躍
し
た
ル

オ
ー
、
ピ
カ
ソ
と
い
っ
た
画
家
た
ち

の
絵
画
、
フ
ラ
ン
ス
近
代
彫
刻
を
代

表
す
る
ロ
ダ
ン
や
マ
イ
ヨ
ー
ル
の
作

品
、
そ
し
て
ス
ペ
イ
ン
の
ゴ
ヤ
、
ド

イ
ツ
の
ク
リ
ン
ガ
ー
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー

の
ム
ン
ク
ら
の
版
画
と
い
っ
た
多
彩

な
作
品
を
一
堂
に
展
示
し
ま
す
。

日　
12
月
22
日
㈯
～
平
成
25
年
２
月

18
日
㈪

午
前
10
時
～
午
後
６
時
30
分
（
展

示
室
へ
の
入
場
は
午
後
６
時
ま
で
）

場　
石
見
美
術
館
展
示
室
Ｄ

料
　

一
般
１
、
０
０
０
円（
８
０
０
円
）

　

大
学
生　

６
０
０
円（
４
５
０
円
）

※　
（　

）
内
は
20
人
以
上
の
団
体

料
金
で
す
。

※　

神
々
の
国
し
ま
ね
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
よ
り
、
高
校
生
以
下
は
入
場

無
料
で
す
。

　

遺
産
相
続
・
遺
言
・
不
動
産
の
売

買
・
名
義
変
更
登
記
・
お
金
の
貸
し

借
り
・
借
金
・
ロ
ー
ン
・
ク
レ
ジ
ッ

ト
・
悪
質
商
法
・
会
社
の
登
記
・
裁
判
・

調
停
・
成
年
後
見
等
高
齢
者
の
財
産

管
理
な
ど
、
様
々
な
法
律
相
談
や
登

記
相
談
を
無
料
で
開
催
し
ま
す
。

益
田
会
場

日　
12
月
20
日
㈭

　

午
後
１
時
～
５
時

場　
益
田
市
人
権
セ
ン
タ
ー
あ
す
な

ろ
館

料　
無
料

予
約
先　
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
１
２
０
‐
１
１
４
‐

２
３
４
）

受
付
時
間

　

平
日
午
後
０
時
30
分
～
３
時
30
分

※　

予
約
し
た
人
を
優
先
し
ま
す
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

問　
島
根
県
司
法
書
士
会

（
☎
０
８
５
２
�
１
４
０
２
）

　

石
央
文
化
ホ
ー
ル
で
は
、
高
圧
受

電
設
備
点
検
の
実
施
の
た
め
、
臨
時

休
館
し
ま
す
。

日　
12
月
18
日
㈫

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

※　

夜
間（
午
後
６
時
～
午
後
10
時
）

は
通
常
ど
お
り
開
館
し
ま
す
。

問　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

（
☎
�
２
１
０
０
）

世 帯 男 女 総 数
浜 田 20,020 20,375 22,809 43,184
金 城 1,934 2,241 2,434 4,675

旭 1,439 1,533 1,654 3,187
弥 栄 709 705 782 1.487
三 隅 2,870 3,110 3,488 6,598
合 計 26,972 27,964 31,167 59,131

　山陰の冬の風物詩となった「しおかぜ駅伝」が
開催されます。ぜひ沿道での声援をお願いします。
日　12月９日㈰

問　山陰中央新報西部本社内
　　しおかぜ駅伝事務局（☎�０１０９）

区 中継場所 予定時刻
１区 （スタート）益田陸上競技場前  9：30～
２区 益田陸上競技場前  9：40～
３区 原浜団地入口  9：50～
４区 磯釣センターかまて前 10：05～
５区 岡見郵便局前 10：27～
６区 湊浦集会所前 10：37～
７区 キーパー三隅工場前 10：45～
８区 ゆうひパーク三隅 10：59～
９区 旧エネルギアライフ浜田営業所前 11：19～
ゴール しまねお魚センター前 11：45～

※　

障
害
者
手
帳
を
交
付
さ
れ
て
い

る
人
及
び
介
助
者
は
入
場
無
料
で

す
。

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

グ
ラ
ン
ト
ワ
だ
よ
り

（
☎
０
８
５
６
�
１
８
６
０
）

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談

石
央
文
化
ホ
ー
ル

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

人　口（10月末現在）

（単位：人）

第21回浜田-益田間駅伝競走大会
（しおかぜ駅伝）
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※　

10
月
末
人
口
は
35
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
第
44
回
浜
田
市
美
術
展

書
第
２
部　
市
長
賞

「
蘭
亭
叙
」　
西
川
俊
夫　
　
右

書
第
１
部　
市
長
賞

　
「
Ｒ
Ｙ
Ｕ
」　
中
尾
弘
子　
　
左

　美又温泉は、元
げ ん

治
じ

元年（1864年）に発見された金城自治区自慢の名湯です。泉
源は、江の川の支流である美又川の河畔から湧き出し、山峡にのどかな温泉郷が
広がります。一説には、道端の岩の切れ目から湧出していたお湯で、行商人が痛
めた足を洗ったり、温めたりしていましたが、その付近に住む地主が、湯壷を掘
り、石を囲んで地元民や通行人に入湯させたことが始まりといわれています。
　美又温泉は、温度45.4℃、㏗ 9.8のアルカリ性単純温泉で、神経痛・リューマチ・
うちみ・冷え性などに効能があるといわれています。なんといっても肌がスベス
ベになるの美肌効果に優れ、日本有数の「美人の湯」として名高く、湯治効果で
も評判を得ています。情緒あふれる旅館街には、美又温泉国民保養センターのほ
かに８軒の旅館があり、新緑の春からホタル観賞の夏、さらに紅葉の秋から雪景
色の冬へ移ろう季節の彩りを堪能でき、山海の料理が楽しめます。最近では、地
元食材を生かした「女将弁当」が販売され、好評を得ています。
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美又温泉


